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はじめに 

 

 

 新学習指導要領については、令和２年度から小学校で、また令和３年度から中

学校で全面実施となり、令和４年度からは高等学校にて段階的に実施されており

ます。英語教育実施状況調査におけるパフォーマンステストの実施回数の割合が

各校種で改善が見られたことからも、パフォーマンステスト研究・開発チームの

取組が、一定の効果を示したと捉えられます。令和４年度は、令和３年度の成果

を広めるとともに、実施回数だけでなく、特に、パフォーマンステストの質の向

上を目指した取組を行うことによって、教員の意識改善や実践の質の向上につな

げられるよう、チームの取組を進めて参りました。 

今回の事例集では、これまでパフォーマンステスト研究・開発チームにご参加

頂いた先生方の実践とそれに対するチームアドバイザーの阿野先生の助言をま

とめました。他校種の教員が集まり、真摯に感想を述べ合う中で発見できる新た

な気づきも数多くありました。ご協力頂いた先生方、本当にありがとうございま

した。 

本実践事例集を是非授業や研修会等で活用いただき、児童・生徒が積極的に英

語でのコミュニケーションを図る力の育成を進めていただけますよう願ってい

ます。 

 

令和５年３月 

三重県教育委員会 
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三重県の先生方へのメッセージ  

文教大学 国際学部  国際理解学科 教授 阿野 幸一 

 

 三重県の先生方、こんにちは。 2021 年度と 2022 年度に、三重県のパフォーマンステス

ト研究・開発チームの研修に関わらせていただきました。小学校・中学校・高等学校のそ

れぞれの校種から先生方にご参加いただき、 1 年間にわたってそれぞれの先生方の指導と

評価を見直し、パフォーマンステストの実施と活用についての実践的な研究をされてきま

した。 

パフォーマンステストの実施については、4 技能５領域別に CAN-DO リストによって各学

校が児童・生徒の学習到達目標を定めていることから、筆記試験では学習到達度を測るこ

とができない「話すこと［発表］」「話すこと［やり取り］」の評価のためにも必ず実施する

ことになります。しかし、実施すること自体が目標ではなく、指導目標と授業での指導内

容を踏まえた適切な内容と方法による実施が求められます。このための研究が、まさに本

研究の目指すところと言えます。  

 年度のスタート段階では、それぞれの先生方が日頃実践されている外国語・英語の授業

を振り返り、前年度までに実施してこられたパフォーマンステストについてのご報告と、

当該年度でどのような指導と評価を行っていくかの計画を立てて研究がスタートしました。

オンラインでの顔合わせから始まり、年間の指導と評価の計画立案や途中報告を行いなが

ら研究を続け、実際に対面で集合して研究授業の形で実践に移され、研究協議を通して改

善点などを抽出し、指導の改善に活かしておられます。年度末の成果報告会においては、

先生方の取り組みをご報告されていますが、どの先生方も、ご自身の指導と評価が改善さ

れたのはもちろんのこと、児童・生徒の学びの姿が変化していることをご報告されており、

大きな成果を収めていると言えます。その成果については、この後の指導案などをご参照

ください。  

 評価の基本的な方向性については、国立教育政策研究所から発行されている『学習評価

の在り方ハンドブック』や『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』

に「学習評価の基本的な考え方」として次の 3 点が挙げられています。  

・教師の指導改善につながるものにしていくこと  

・児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと  

・これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見

直していくこと  

 つまり、評価は成績を付けるためのものだけではなく、適切な評価を行えていれば、そ

の結果を踏まえて次の指導に活かすことができます。児童・生徒にとっては、学習したこ

とが適切に評価されればその学習を継続することができます。しかし、日頃の授業で伸ば

してきた英語力を測ることができない試験を通して評価された場合には、力を付けるはず

の授業での取り組みではなく、点数を取るためだけの表面的な学習に向かわせてしまう危

険性さえあるのです。指導改善に則さないような、これまでの慣例に従った評価方法を続

けていることで、伸ばすことができるはずの生徒の力を伸ばす機会を奪ってしまうことに

なります。そのようなことにならないためにも、私たち英語教員がより適切な評価方法に
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ついて学び、実践していくことが強く求められます。  

 この 2 年間で研究を積まれた先生方の実践記録は私たちにとって大きな財産です。どの

先生方の実践も、特別な環境において行われたものではなく、どの先生方にとっても参考

になり、そして同じように実践することができるものばかりです。もちろん、目の前の児

童・生徒の状況に合わせて適宜変えていくことは必要ですが、ぜひ参考にしていただき、

先生方の実践に活かしていただければと思います。その一歩が、三重県の子供たちの英語

学習に対する意欲を高め、英語力を向上させることにつながります。ぜひ、最初の一歩を

踏み出していただけたら幸いです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 実践事例 
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１ 地 域 明和町 

 

２ 学校名 明和町立明星小学校 

 

３ 名 前 岡村 里香 

 

４ 研究テーマ 逆向き設計でつくる授業（ゴールを明確にする）  

 

５ 目 標  

子どもたちにつける力を明確にして、またそれに向けてのアプローチを効率的に

導き出すために、ゴールを明確にしたうえでの授業づくりを行う。（外国語の授

業に限らない） 

 

６ 実 践 

✓ 授業を適切に展開するため、ゴール設定（めあて）や目指す姿をしっかり決

め、教師自身がブレないようにした。 

✓ パフォーマンステストだけのふり返りカードを作成。 

 

７ 成果と課題 

〇成果 

✓ 子どもたちに提示するめあてを吟味・精選するようになった。 

✓ 普段のふり返りは、本時のめあてに対するものだったので、子どもたちが書

くふり返りの文言も漠然としたものになってしまっていたが、パフォーマン

ステストにフォーカスしたふり返りシートを使うことで、より前向きで意欲

的なふり返りができるようになった。 

〇課題 

✓ パフォーマンステストの方法や意義自体が、まだ校内でしっかり認識されて

いない為、取組を広げられなかった。 

 

８ 今後に向けて 

✓ 少しずつ、小学校におけるパフォーマンステストの取組や意義を共有してい

きたい。 

✓ まずはパフォーマンステストをやってみる。そして子どもたちの「話したい」

「もっと話せるようになりたい」という意欲がどのようにすれば引き出せる

かを考える。パフォーマンステストはそのきっかけになると思う。  
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明星小学校第 5 学 年 A 組  外国語科学習指導案  

日 時  2022 年 12 月 16 日 （ 金 ） 第 ６ 限  

場 所   ５ 年 A 組 教 室  

                    指 導 者  岡 村  里 香  

                      ALT  ハ ン ナ ニ ク ソ ン  

 

１  単 元 名    What would you like? （ 東 京 書 籍  New Horizon Elementary 5  Unit 6）  

 

２  単 元 の 目 標  

    ・ 自 分 の こ と を 伝 え た り 、 相 手 の こ と を よ く 知 る た め に 、 て い ね い な 表 現 を 使 っ て 注

文 し た り 会 計 し た り す る こ と な ど に つ い て 、 短 い 話 を 聞 い て そ の 概 要 が 分 か っ た り 、

伝 え 合 っ た り す る こ と が で き る 。  

  ・ 世 界 の 食 文 化 に つ い て 考 え 、 食 事 の マ ナ ー や 食 べ る 方 法 な ど 外 国 語 の 背 景 に あ る 文

化 に 対 す る 理 解 を 深 め る 。  

 

３  言 語 材 料 お よ び 題 材 の 評 価 規 準  

・ 言 語 材 料  

〈 表 現 〉  What would you like ? / I’d like ～ . 

       How much is ～  ?  / It’s  ～  yen. / ～  yen plus …  yen is （  ） yen. 

な ど  

  〈 語 彙 〉  食 べ 物 (Picture Dictionary p.8 な ど )/ 飲 み 物 /デ ザ ー ト (Picture Dictionary  

p.9 な ど )、 味 な ど (bitter な ど )、 数 (one, hundred な ど ) 

 

 

・ 評 価 規 準  

 
知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む

態 度  

聞
く
こ
と 

〈 知 識 〉 上 記 の 言 語 材 料 ( 表

現・語 彙 )な ど に つ い て 理 解 し

て い る 。  

〈 技 能 〉 丁 寧 な 表 現 を 使 っ て

注 文 し た り 、 会 計 し た り す る

こ と な ど に つ い て 、 聞 き 取 る

技 能 を 身 に 付 け て い る 。  

・ 相 手 の こ と を よ く 知 る た め

に 、 丁 寧 な 表 現 を 使 っ て 注 文

し た り 会 計 し た り す る こ と ば

な ど に つ い て 、 短 い 話 の 概 要

を 捉 え て い る 。  

・ 相 手 の こ と を よ く 知 る た め

に 、 丁 寧 な 表 現 を 使 っ て 注 文

し た り 、 会 計 し た り す る こ と

な ど に つ い て 、 短 い 話 の 概 要

を 捉 え よ う と し て い る 。  

・ 外 国 語 の 背 景 に あ る 文 化 に

対 す る 理 解 を 深 め る た め に 、

日 本 在 住 の 外 国 出 身 の 人 に つ

い て 短 い 話 の 概 要 を 捉 え よ う

と し て い る 。  
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読
む
こ
と 

〈 知 識 〉 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 活

字 体 の 大 文 字 ・ 小 文 字 に つ い

て 理 解 し て い る 。  

〈 技 能 〉 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 活

字 体 の 大 文 字 ・ 小 文 字 を 識 別

し た り 、 そ の 名 前 を 発 音 し た

り す る 技 能 を 身 に 付 け て い

る 。  

  

話
す
こ
と(

や
り
取
り
／
発
表)

 

〈 知 識 〉 上 記 の 言 語 材 料 ( 表

現・語 彙 )な ど に つ い て 理 解 し

て い る 。  

〈 技 能 〉 丁 寧 な 表 現 を 使 っ て

注 文 し た り 、 会 計 し た り す る

こ と な ど に つ い て 、 上 記 の 言

語 材 料 (表 現・語 彙 )を 用 い て 、

お 互 い の 考 え や 気 持 ち な ど を

伝 え 合 う 技 能 を 身 に 付 け て い

る 。  

・ 自 分 の こ と を 伝 え 、 相 手 の

こ と を よ く 知 る た め に 、 丁 寧

な 表 現 を 使 っ て 注 文 し た り 、

会 計 し た り す る こ と な ど に つ

い て 、 簡 単 な 語 句 や 表 現 を 用

い て 、 お 互 い の 考 え や 気 持 ち

な ど を 伝 え 合 っ て い る 。  

・ 自 分 の こ と を 伝 え 、 相 手 の

こ と を よ く 知 る た め に 、 丁 寧

な 表 現 を 使 っ て 注 文 し た り 、

会 計 し た り す る こ と な ど に つ

い て 、 簡 単 な 語 句 や 基 本 的 な

表 現 を 用 い て 、 お 互 い の 考 え

や 気 持 ち な ど を 話 そ う と し て

い る 。  

・ 外 国 語 の 背 景 に あ る 文 化 に

対 す る 理 解 を 深 め る た め に 、

地 域 の 特 産 物 に つ い て 、 簡 単

な 語 句 や 基 本 的 な 表 現 を 用 い

て 、 お 互 い の 考 え や 気 持 ち な

ど を 伝 え 合 お う と し て い る 。  

書
く
こ
と 

〈 知 識 〉 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 活

字 体 の 大 文 字 ・ 小 文 字 に つ い

て 理 解 し て い る 。  

〈 技 能 〉 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 活

字 体 の 大 文 字 ・ 小 文 字 を 書 く

技 能 を 身 に 付 け て い る 。  

  

 

４  指 導 上 の 考 察  

①  単 元 に つ い て  

5 年 生 外 国 語 科 の 授 業 の ６ つ 目 の 単 元 で あ る 。 既 習 単 元 の 目 標 す べ て に お い て 、「 自

分 の こ と を 伝 え た り 、 相 手 の こ と を よ く 知 る た め に ～ (中 略 )～ 伝 え 合 っ た り で き る 。」

と い う こ と が 設 定 さ れ て い る 。自 分 の こ と を 伝 え る た め に 他 者 を 意 識 し 、他 者 の 理 解 を

す る と い う 考 え 方 は 3 年 生 の 外 国 語 活 動 か ら 継 続 さ れ て い る 。  

本 単 元 で は レ ス ト ラ ン で 、丁 寧 な 表 現 を 使 っ て 、自 分 が 食 べ た い も の を 注 文 し た り 代

金 を 支 払 っ た り す る と い う 目 的 ・ 場 面 ・ 状 況 が 設 定 さ れ て い る 。 4 年 生 （ Let’s Try 2）

の Unit 2 で は 、 “What do you want ?” “I want … .”と い う 言 い 方 を 学 習 し た 。 5 年 生 は

国 語 で 敬 語 を 学 習 す る が 、 こ こ で は 、 英 語 に も “What do you want ?”と 同 意 の  “What 

would you like ?”と い う て い ね い な 表 現 の 仕 方 が あ る と い う こ と を 理 解 さ せ る 。  

既 習 事 項 と の 関 連 に つ い て は Unit 5 の 人 に 尋 ね る 表 現 や 、 中 学 年 で 慣 れ 親 し ん だ 表

現 を 多 く 含 む 。ま た 食 べ 物 を 注 文 す る と い う 設 定 は 、児 童 に も な じ み が 深 く 想 起 し や す

い 場 面 で あ る 。既 習 の 食 べ 物 な ど の 語 彙 を 使 い な が ら 、そ の 場 面 や 状 況 に 応 じ た や り 取

り が で き る よ う に さ せ て い け る と 考 え る 。  
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②  指 導 に つ い て  

て い ね い な 表 現 を 知 り 、 そ の 表 現 を 使 っ て 注 文 し た り 会 計 し た り で き る よ う に さ せ

る の が 最 終 ゴ ー ル で あ る 。 今 ま で に 慣 れ 親 し ん で い る “What do you want ?”と い う 表 現

と 、 ”What would you like ?”と い う 表 現 を 対 比 さ せ て 出 て く る 第 1 時 の Starting Out で

英 語 の て い ね い な 表 現 に 気 づ か せ て い く 。 ”What would you like ?”は 、 中 学 校 で は 「 会

話 練 習 」の よ う な ペ ー ジ に 出 て く る の み で 、単 元 の 中 で 取 り 上 げ ら れ て は い な い 。ま た 、

別 単 元 で も 繰 り 返 し 登 場 す る 表 現 で は な い の で 、 授 業 の 中 で は 何 度 も 言 わ せ て 定 着 を

図 り た い 。  

語 彙 に 関 し て は 、 数 、 食 べ 物 や 飲 み 物 、 デ ザ ー ト な ど の 既 習 の も の が 多 数 登 場 す る 。

Picture Dictionary で 確 認 し な が ら 復 習 し て い き た い 。 そ し て そ れ ら を 使 い な が ら 、 い

ろ い ろ な 文 で の や り 取 り が で き る よ う に さ せ て い き た い 。  

今 後 の 活 動 と し て 、3 年 生 の 児 童 と 交 流 す る こ と を 計 画 し て い る 。5 年 生 が お 店 屋 さ

ん に な っ て 3 年 生 と 英 語 で や り 取 り し な が ら 、3 年 生 に 好 き な 色 や 好 き な 形 の シ ー ル を

わ た す と い う 活 動 で あ る 。 本 単 元 で 学 習 す る て い ね い な 言 い 方 は 3 年 生 で は 出 て こ な

い が 、 相 手 に 対 す る 丁 寧 な 接 客 と い う 面 で の や り と り の 参 考 に さ せ て い き た い 。  

 

 

〈 学 習 内 容 の つ な が り 〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 3 年生(Let’s Try 1)  

Unit 3  How many ～? 

Unit 4  I like ～.  

Unit 5  What ～ do you like ? 

小学校 4 年生(Let’s Try 2)   

Unit 4  I like ～. 

Unit 4  １（one） ～ ６０(sixty) 

Unit 7  What do you want ? / I want (potatoes), please.  

小学校 5 年生(NHE 5) 

Unit 2  What do you want for … ?  /  I want ～ for …. 

Unit 3  What do you want to study ?  /  What do you want to be ? 

Unit 5  What would you like ? / I ’d like ～./ How much is ～ ?/ It’s ～ yen. ～

yen, please. 

小学校 6 年生(NHE 6) 

Unit 8  What ～  do you want to ～  ？   /  I want to ～ .  I want to be ～ .   

We have ～.   

中学校１年生 (NH 1) 

Let’s Talk 4  What would you like ? / I’d like ～. / ～～, please. 

Unit 3  I want to ～. / How many ～ ? 

Unit 9  What do you want to ～ ?  /  I want to ～. 
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５  指 導 計 画 （ 全 8 時 ）  

目   標  主 な 活 動  

(１ )て い ね い に 注 文 し た り 、値 段 を た ず ね た り す る や り 取 り の お

お よ そ の 内 容 を 理 解 で き る ①  

Let’s Sing  

Small Talk 

P.D（ デ ザ ー ト ）  

Let’s Chant①  

Starting Out 

(２ )て い ね い に 注 文 し た り 、値 段 を た ず ね た り す る や り 取 り の お

お よ そ の 内 容 を 理 解 で き る ②  

Let’s Sing  

P.D（ 味 な ど ）  

Let’s Try①  

Let’s Chant②  

Starting Out 

Let’s Watch and 

Think 

(３ )食 べ た い 料 理 を 決 め て 、て い ね い な 表 現 で 注 文 を し た り 、注

文 を 受 け た り で き る  

Let’s Sing  

Small Talk 

P.D（ 食 べ 物・飲 み 物 ） 

Let’s Chant①  

Let’s Listen①  

Let’s Try②  

(４ )注 文 し た 料 理 の 値 段 を た ず ね 合 っ た り 、メ ニ ュ ー を 考 え て 値

段 を 言 っ た り で き る  

Let’s Sing  

Let’s Chant②  

P.D（ 数 ）  

Let’s Try③  

Let’s Listen②  

Let’s Try④  

(５ )日 本 各 地 の 名 物 を 選 ん で メ ニ ュ ー を 考 え て 、ペ ア で 注 文 し た

り 会 計 し た り で き る  

Let’s Sing  

Small Talk 

Let’s Chant① ②  

Step 1 

Step 2 

(６ )「 ふ る さ と メ ニ ュ ー ト レ イ 」を 使 っ て 、た く さ ん の 友 達 と 注

文 し た り 会 計 し た り で き る （ 本 時 ）  

Let’s Sing  

Let’s Chant① ②  

Step 3 

(７ )世 界 の 食 文 化 に つ い て 考 え 、世 界 と 日 本 の 文 化 に 対 す る 理 解

を 深 め る こ と が で き る  

Let’s Sing  

Small Talk 

Let’s Chant① ②  

Do you know? 

Challenge 

(８ )英 語 と 日 本 語 の 違 い を 知 り 、世 界 と 日 本 の 文 化 に 対 す る 理 解 Let’s Sing  
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を 深 め る こ と が で き る  Small Talk 

Let’s Chant① ②  

こ と ば 探 検  

日 本 の す て き  

 

６  本 時 の 指 導 （ 6/8 時 ）  

（ １ ） 目 標  「 ふ る さ と メ ニ ュ ー ト レ イ 」 を 使 っ て た く さ ん の 友 達 と 注 文 し た り 会 計 し た  

り で き る 。  

（ ２ ） 主 な 表 現  ・ What would you like ?  

・ I’d like ～ . 

・ How much is it? 

（ ３ ） 展 開 (45 分 ) 

 主 な 学 習 活 動  指 導 上 の 留 意 点  

導 入  【 Warming up】  

・ 挨 拶 を す る 。  

 

【 Let’s Sing】  

・ What would you like?を 歌 う 。  

 

【 Let’s Chant】  

①  I’d like a hamburger.  

②  How much is it? 

・ チ ャ ン ツ を 聞 き 、 言 う 。  

 

・気 分・日 付・天 気 な ど に つ い て 聞 く  

 

 

・ カ ラ オ ケ の 音 に 合 わ せ て 歌 わ せ る 。 

 

 

・ チ ャ ン ツ を 流 し 、 一 緒 に 言 わ せ る 。 

 

 

 

 

展 開  （ Step 3）  

・ モ デ ル 映 像 を 視 聴 す る 。  

・ メ ニ ュ ー と 値 段 を 書 い た も の を 用 意 す

る 。（ 事 前 に 準 備 し て お く ）  

・ お 店 屋 さ ん 役 と お 客 さ ん 役 の ２ つ の グ

ル ー プ に 分 か れ て 、 注 文 の 会 話 を 行

う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・モ デ ル 映 像 を 見 せ て 、Step3 の 内 容

を 確 認 さ せ る 。  

・ ALT や 児 童 と モ デ ル 会 話 を 行 う 。  

・ ３ つ 以 上 の 料 理 を 注 文 す る と き の

言 い 方 や 、会 計 係 が お 金 を 受 け 取 っ

た 時 の 表 現 を 確 認 す る 。  

・ お 店 屋 さ ん 役 と お 客 さ ん 役 の ２ グ

ル ー プ に 分 け 、 や り 取 り を 行 わ せ

る 。  

・ 各 地 の 名 物 料 理 を 注 文 す る よ う に

さ せ る 。  

・途 中 で 交 流 し て 、疑 問 な ど が あ れ ば

解 決 す る よ う に さ せ る 。  

・ 役 を 交 代 し て 、 再 度 行 わ せ る 。  

〔評価〕  

〇自分のことを伝え、相手のことをよ
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く知るために、ていねいな表現を使

って注文したり、会計したりするこ

となどについて、簡単な語句や基本

的な表現を用いてお互いの考えや

気持ちなどを伝え合っている。〔 思

考 （ 話 す こ と ・ や り 取 り ）〕  

〇自分のことを伝え、相手のことをよ

く知るために、ていねいな表現を使

って注文したり、会計したりするこ

となどについて、簡単な語句や基本

的な表現を用いてお互いの考えや

気持ちなどを伝え合おうとしてい

る。〔 主 体 的（ 話 す こ と・や り 取 り ） 

終 末  ・ ふ り 返 り を す る 。  

・ 挨 拶 を す る 。  

本 時 を ふ り か え り 、よ か っ た と こ ろ を

ほ め る 。  

（ ３ ） 参 観 の 観 点  

  ・ 授 業 の 中 で 適 切 に 言 語 活 動 が で き て い た か 。  

 ・ 児 童 は 、 自 分 の 考 え を 話 し た り 相 手 の 話 を 聞 い た り す る た め に 、 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を し て い た か 。  

７  パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト （ や り と り ） の 評 価 基 準  具 体 例  

評 価  
具 体 的 な 内 容  

知 ・ 技  思 ・ 判 ・ 表  主 学 態  

A 質 問 が で き る 。  

質 問 に 対 し て 答 え る こ と

が で き る 。  

（ 英 文 の 正 確 さ は 評 価 し

な い ）  

お す す め の 料 理 を 説 明 す

る こ と が で き る 。 お す す

め の 理 由 を 話 す こ と が で

き る 。  

It’s good.  

It’s delicious. など 

質 問 を 付 け 加 え る こ と が

で き る 。  

Is it sweet? 

Is it healthy?  

Anything else? など 

感 想 や 相 槌 な ど を 付 け 加

え る こ と が で き る 。  

Nice! 

I want to try it. 

It’s sounds yummy.  な

ど 

お す す め の 料 理 を 説 明 し

て い る 。 お す す め の 理 由

を 話 そ う と し て い る 。  

It’s good.  

It’s delicious. など 

質 問 を 付 け 加 え よ う と し

て い る 。  

Is it sweet? 

Is it healthy?  

Anything else? など 

感 想 や 相 槌 な ど を 付 け 加

え よ う と し て い る 。  

Nice! 

I want to try it.  

It’s sounds yummy.  な

ど 

メ ニ ュ ー 作 り な ど に 意 欲

的 に 取 り 組 ん で い る 。  

B 質 問 が で き る 。 質 問 に 対 質 問 が わ か ら な い と き に 質 問 が わ か ら な い と き に
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し て 答 え る こ と が で き

る 。（ 英 文 の 正 確 さ は 評 価

し な い ）  

Hello. 

Hello and welcome. 

What would you like?  

I’d like a ～  and … .  

OK. 

How much is it?   A ～ 

is 000 yen.  000 yen, 

please.  It’s 000 yen. 

000 yen plus 000 yen 

is 000 yen. 

Thank you.  

聞 き 返 し 、 答 え る こ と が

で き る 。  

相 手 の 言 葉 を 聞 い て 繰 り

返 し た り 、 反 応 し た り で

き る 。  

相 手 の 反 応 を 確 か め な が

ら 、答 え る こ と が で き る 。 

聞 き 返 そ う と し た り 、 答

え よ う と し た り し て い

る 。  

相 手 の 言 葉 を 聞 い て 繰 り

返 そ う と し た り 、 反 応 し

よ う と し た り し て い る 。  

相 手 の 反 応 を 確 か め な が

ら 、答 え よ う と し て い る 。 

C B を 満 た し て い な い  B を 満 た し て い な い  B を 満 た し て い な い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

授業者  ～授業を終えて～  

 ま ず 今 回 は 、“ What would you 

like? という表現が丁寧な表現と

いう説明をし、ちょうど小学校５年

生で敬語を習う時期でもありました。この後、

英語という教科において、いつこの表現を学

ぶか調べたところ、中学校１年生で会話練習

のところで出てくる程度であったため、この

５年生でできればしっかり覚えてもらいた

いと思いました。  

 当初、会話に使用するメニューは教科書の

ものを使用する予定でしたが、絵が好きな児

童たちだったため、自分たちでメニューづく

りから始めました。この作業は直接英語の活

動ではありませんが、これはこれで児童たち

が言語活動に向かう補助的なものとして、そ

れぞれの意欲喚起ができたと思います。  

 

阿野先生  

 ありがとうございました。確かに、

授業の時に子どもたちの絵をほめ

た時、とてもうれしそうで、モチベ

ーションも上がっている様子でした。これは

どの時間につくられたのでしょうか？  

 

授業者  

 朝の学習の時間に課題が早く終わ

った時やその他の教科の課題が早く

終わった時などの余った隙間時間を

利用していました。  

 

阿野先生  

 その時は多くの児童がピクチャー

ディクショナリを利用して作業する

と思いますが、その時の指示はどう

されていましたか。  

 

授業者  

 ピクチャーディクショナリも使用

していましたが、そこに載っていな

い単語もあったため、 ALT の先生に

聞いたり、それでも分からないものは、日本

語でもいいので、まずは書くようにしていま

した。  

 

高校の先生  

 授業の中で最初にやり取りをしている際、

メニューを聞き取る際に、確認の仕方が分か

らなくなる児童がいましたが、岡村先生が上

手に誘導されて、もう１回みんなでお客さん

と店員のやり取りを確認したことで、その後

の活動がスムーズになった様子でした。この

ように分からなくなったところを丁寧に拾

い上げ、確認した上で進められところがよく

て、高校でも真似できるところだなと思いま

した。  

 

指導主事  

 子どもたちがとても良い雰囲気で、言語活

動を楽しんでいたところがよかったと思い

ました。質問としては、パフォーマンステス

トの評価基準の具体例の知識・技能のところ

に、「英文の正確さは評価しない」というふう

に指導案にありますが、知識・技能についは、

「表現の正確さ」が大事であると教えて頂い

たこともあるのですが、小学校段階の扱いに

ついて教えて頂ければと思います。  

 

授業者  

 確かに英文の正確さも必要とは思

いましたが、例えば、前置詞の”a”

をつけるところなどは、難しいとこ

ろもあり、今回そのあたりを重視すると、活

動が一段階難しくなってしまうと思ったた

め、今回は控えました。ただ、“ I would like

〜.”と“ I like〜.” の表現の違いについ

ては把握できるようになってほしいと思い

ました。  

 

阿野先生  

 この点については、「正確さ」の定

義だと思うのですが、今おっしゃっ

たように、“a”と“The”や複数形な

どの「正確さ」を評価しないということだと

思います。  

 小学校でいう「正確さ」とは、例えば、“ What 

would you like?”や“ How much is it?”な

ど、このような表現が使われているかどうか

や、そのあとの質問のところで、どのような

表現を使えているかをみるのが、今回の知

識・技能のところだと思います。それで小学

校の段階ではよいと思います。  

 ま た 今 回 、 知 識 ・ 技 能 に 入 っ て い る 、

“ Hello.” 、“ Hello and welcome.”, 

“Thank you.”などは、知識・技能から抜い

てもよいと思います。“What would you like.”

から“〜yen.”までの表現をちゃんと言えて

いれば、この部分が知識・技能の「 A」に入っ

てもいいくらいに思います。ここでは質問が

でき、質問に対して答えることができるとい

う、具体的には注文をして、お金を払ってと

いうところができていれば「 B」でよいのでは

ないでしょうか。また、その中でちゃんと相

手の目を見て、“ What would you like?と聞

かれて、“ I would like〜.”とか”“ How much 

is it? “〜yen.”というやり取りをきちん

とできるということは、この単元の言語材料
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を正確に使っていることになるので、その場

合は知識・技能の「 A」にいくのではと思いま

した。おそらくですが、これらすべてをきち

んと使いこなせる児童は一部かも知れませ

んが、多くの子は何を買うのかが分かってい

たので「 B」にいっていたのではないでしょう

か。それから思考・判断・表現の方は、黒板

にも貼ってあった表現ではなく、先生が例え

ばこういう表現もあるよと途中で付け加え

られた、“ Is that spicy?など、やり取りをす

る中で、これはどうだろうと思って聞いてみ

たりだとか、その追加情報を聞かれて、それ

に対して、“Oh, it’s spicy.”などと答え

たりできるところや、間違えないように「〜

ですね」と確認したりできるところが思考・

判断・表現に入るのではないでしょうか。学

習した内容をきちんと使っていれば知識・技

能の方で、それ以外の目的・場面・状況に応

じて、飲み物を頼んでいない時に“ Anything 

else?”と言えたり、このような対応できて

いるところ思考・判断・表現でみるなどが可

能だと思いました。  

 

阿野先生  

 今日は最初の挨拶のところで、日

直さんと他の児童とのやり取りが

ありましたが、普通の教室では先生

が質問して、児童が答えるケースが多いと思

いますが、あのような時間を作っているとこ

ろは非常によいと思いました。板書計画には、

その時に使用した曜日などのカードが非常

に目立っていたので、できれば、本日メイン

の文をもう少し目立つようにしてはと思い

ました。  
 

 教科書にある歌やチャンツを３つとも実

施されていましたが、歌ではそのユニットの

内容を、チャンツではその表現を染み込ませ

ようという目的で作られていますが、今日の

子どもたちを見ていると、音から文字に繋が

っていたようなのでいい形だと思いましい

た。  

 先生と ALT が最初に、店員とお客さんの長

い会話を行っていましたが、事前に教科書の

映像を見て、その後先生たちの会話を聞くと

いうのはイメージしやすくてよかったと思

いました。その時、店員は立ち、お客さんは

座っていたのを、そのまま児童たちにも実践

させるのもよいでしょう。  

 

 “ Is this delicious?”と聞かれ、

“Yes, it is delicious.”という表現があ

りましたが、答える方が”Yes.”だけになり

やすいので、答えるところまでみんなで練習

してもよいと思います。  

 活動に入ったところで、店員とお客さんの

役をその場で決める感じでしたが、予めこの

列は店員などと決めておき、教室の中で場所

を決めて活動すると、今お腹が空いているか

らあの空いているお店に行こうだとか、あの

並んでいるところがおいしそうだとか、他の

要素が生まれてきます。例えば、メニューの

前に、中華とかイタリアンとか、お店の種類

を提示し、その時の気分に合わせてお店を選

べたりすると、更に本来の形に近づけ、ライ

ブ感も出せると思います。  

 また、レストランに行くときに今回は一人

で行っていましたが、二人で行くシチュエー

ションを作ったりするのも、注文が増え、店

員は大変になるかも知れませんがよいと思

いました。そうするとクラスを三分割して、

1/3 をお店にして、二人でお店を選んでいく

形にしたりすると、空いているお店に ALT が

行ってみるなどして、 ALT の先生による表現

の指導などもできたりするのではないでし

ょうか。またこの方法だと時間を区切って行

う形になると思いますが、その間に中間指導

を入れ、うまく言えていない子のためにもう

一度表現の確認をしたり、黒板に貼った表現

をもう一度練習したりなどの活動を加える

ことができると思います。  
 

 最後のまとめのように、代表の児童二人が

前に出て実践していたのもとてもよいと思

いました。その時に表現に困っている児童が

現れたら、 ALT の先生が後ろにいて、こうい

う風に言えばいいよ、などとアドバイスをす

ると、聞いている他の子の勉強にもなると思

いました。また、できれば１回は児童と ALT

の先生でやってみて、 ALT の先生がその授業

で例に出した表現をすべて出してみると、聞

いている児童も、あの時こう言えばよかった

なあ、などと復習になり、よりまとめらしく

なると思いました。  
 

 今日最後の方で当てられた児童が、“Me?”

と英語で反応していたところがカッコいい

と思いました。あそこで日本語ではなく英語

で反応できるところは普段の授業の積み重

ねだなと思い、感動したところです。  

 

授業者  

 ありがとうございました。とても勉強にな

ったのと、 ALT の先生がとても熱心な先生な

ので、授業の中で ALT の先生をうまく活かせ

てないなと感じるところもあったので、アド

バイス頂いたようにうまく活躍していって

頂こうと思いました。  
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阿野先生  

 今は ALT の先生の立ち位置は、コ

ーチの役割をしている感じですが、

岡村先生はコーチのままで、 ALT に

はできれば選手として子どもたちの中に入

って活動していただけると、子どもたちの活

動も変わってくるのではと思いました。  
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１ 地 域 菰野町 

 

２ 学校名 菰野町立菰野中学校 

 

３ 名 前 岩間 有香 

 

４ 研究テーマ 既習事項を活用して表現するパフォーマンステストの実施。  

 

５ 目 標  

ただ発表するだけでなく、相手に伝わるように発表する。  

 

６ 実 践 

✓ ドリームファミリーについて、班ごとに発表。 

 

７ 成果と課題 

〇成果 

✓ 1 人ではなく班で取り組むことで表現を工夫できた。  

✓ 聴く側への指導も、中身について聴くように指導した。  

 

〇課題 

✓ 場面設定やどのように文章を構成していくのか、また定着させていくのかが

課題だと感じた。 

 

８ 今後に向けて 

✓ 知識・技能と思考・判断・表現を分けて、生徒がより積極的に英語を使って

いけるような指導につなげていきたい。  
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第１学年  英語科学習指導案  

 日 時  令 和 ４ 年 １ １ 月 １ ８ 日 （ 金 ） 第 ３ 時  

学 級  菰 野 町 立 菰 野 中 学 校   １ 年 生 ３ 組  

場 所  １ 年 ３ 組 教 室  

指 導 者  岩 間  有 香  

 

1． 単 元 名  You Can Do It! 2 「 ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー を 紹 介 し よ う 」  

  （ Here We Go! English Course 1）  

 

2．単 元 目 標  YouTube の プ ロ デ ュ ー サ ー に な り 、フ ァ ミ リ ー You Tuber の 視 聴 者 数 を 上 げ

る た め に 、 身 近 な 先 生 、 芸 能 人 、 歴 史 上 の 人 物 、 キ ャ ラ ク タ ー な ど よ く 知 ら れ て い る 人

物 を キ ャ ス テ ィ ン グ し て 、 家 族 の メ ン バ ー を 紹 介 す る こ と が で き る 。  

 

3． 単 元 の 評 価 規 準  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 学 習 に 取 り

組 む 態 度  

話
す
こ
と
（
発
表
） 

（ 知 識 ）Unit 6 ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 形・意

味 を 理 解 し て い る 。  

（ 技 能 ）Unit 6 ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 理 解 を

も と に 、人 物 の 性 格 な ど の

情 報 を 伝 え て い る 。  

ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー を 紹

介 す る た め に 、人 物 の 情 報

や 、で き る こ と 、事 実 、性

格 な ど を 既 習 し た 語 句 を

使 っ て 話 し て い る 。  

ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー

を 紹 介 す る た め に 、人

物 の 情 報 を 調 べ て 、で

き る こ と 、事 実 、性 格

な ど を 調 べ 整 理 し 、既

習 し た 語 句 を 使 っ て

話 そ う と し て い る 。  

 

 

 

 

 

４ ． 単 元 の 指 導 に つ い て  

 本 単 元 は 生 徒 が 身 近 に 考 え ら れ る よ う な テ ー マ を 設 定 し 、 人 物 紹 介 を す る 活 動 を 通 し て

既 習 の 文 法 事 項 の 活 用 を す る こ と が 目 的 で あ る 。1 学 期 に は ALT と の イ ン タ ビ ュ ー テ ス ト

を 行 い 、 や り と り の 活 動 を 行 っ た 。 パ タ ー ン に 当 て は め る 返 答 は あ る 程 度 で き て い た が 、

さ ら に 付 け 加 え て 自 分 の こ と を 相 手 に 伝 え る こ と に 自 信 が な い 生 徒 も 見 ら れ た 。そ の た め 、

今 回 の パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト で は 第 3 者 の 人 物 紹 介 を 行 い 、既 習 事 項 を 活 用 し て 表 現 で き

る よ う 発 表 の テ ス ト を 行 う こ と に し た 。 ま た 、 人 前 で 発 表 す る こ と に 苦 手 意 識 を 持 つ 生 徒

も い る の で 個 人 で は な く 、 班 ご と に 発 表 す る こ と に し た 。 中 間 指 導 で は 振 り 返 り シ ー ト で

個 人 指 導 を 行 い な が ら 達 成 度 合 い を 確 認 し 、 ミ ニ 発 表 会 を 増 や し て い く 。  

 

 

追 記 ： 単 元 終 末 の 班 ご と の 発 表 の 際 、 生 徒 に ど の 班 が 一 番 良 か っ た か ア

ン ケ ー ト を さ せ た と こ ろ 、 １ 回 目 に 実 施 し た 学 級 で は 、 声 の 大 き さ や ア

イ コ ン タ ク ト 等 の 技 術 面 に フ ォ ー カ ス し た 評 価 が 多 か っ た 。 次 の 学 級 で

実 施 し た 際 、 内 容 面 に フ ォ ー カ ス し て 授 業 者 が フ ィ ー ド バ ッ ク を し た と

こ ろ 、 生 徒 の ア ン ケ ー ト も 、 内 容 面 に フ ォ ー カ ス し た 評 価 が 多 く み ら れ

る よ う に な っ た 。  
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５ ． 指 導 計 画  （ 全 5 時 間 ）  

時 間  ★ ね ら い 、 ○ 活 動 内 容  知  思  態  

１  ★ ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー を 紹 介 す る 内 容 や 方 法 を 理 解 す る こ と が

で き る 。  

★ 教 科 書 の Listening を 行 い 、ど の よ う に 紹 介 す る か を 考 え る こ

と が で き る 。  

① ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー で 誰 を 紹 介 す る か を 考 え る 。  

教 科 書 に あ る 家 系 図 を 利 用 し 、班 で 誰 を 紹 介 す る か 、プ リ ン ト に

書 き な が ら 考 え る 。  

 〇   

２ 、３  ★ 写 真 や 絵 を 使 っ て 説 明 す る 文 を 完 成 す る こ と が で き る 。  

★ 作 っ た 英 文 を グ ル ー プ 内 で や り と り し て 、考 え た こ と や 感 じ た

こ と な ど を 伝 え 合 う こ と が で き る 。  

① Unit 4～ 6 で 学 ん だ 代 名 詞 や 三 単 現 の 表 現 を 使 い な が ら 説 明 文

を 考 え る 。  

② タ ブ レ ッ ト（ 写 真 ）を 使 っ て ス ラ イ ド を 班 で 作 成 し 、説 明 で き

る よ う に す る 。  

〇  〇  〇  

4 

 

 

★ 班 で の 練 習 を も と に 流 れ に 沿 っ て 発 表 練 習 す る こ と が で き る 。 

① 班 で 練 習 や 振 り 返 り を 行 い 、 伝 え る 内 容 を 再 度 考 え る 。  

② 隣 の 班 と ミ ニ 発 表 会 を 行 い 、お 互 い に ど う す れ ば さ ら に よ く な

る か 伝 え 合 う 。  

 〇  〇  

5 

（ 本

時 ）  

★ ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー を 全 体 に 発 表 す る こ と が で き る 。  

ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー を 紹 介 し 、 聞 き 合 う こ と が で き る 。  

〇  〇  〇  

 

６ ． パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 評 価 基 準  話 す こ と （ 発 表 ）  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A ほ と ん ど 誤 り の な い 正 し

い 英 文 で 話 す こ と が で き

る 。  

ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー に 選

ん だ 人 物 が で き る こ と 、

事 実 、 性 格 な ど 調 べ た こ

と を 、 既 習 し た 語 句 を 使

っ て 詳 し く 話 し て い る 。  

聞 き 手 に 「 こ の ド リ ー ム

フ ァ ミ リ ー な ら ば 視 聴 者

数 が 上 が り そ う 」 と 思 っ

て も ら え る よ う に 、 ジ ェ

ス チ ャ ー 、 目 線 、 ス ピ ー

ド 、 強 弱 を 使 っ て 熱 意 を

表 し な が ら 、 自 分 の 考 え

を 伝 え よ う と し て い る 。  
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B 誤 り が 一 部 あ る が 、 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 支 障 の

な い 程 度 の 英 文 を 用 い て

話 す こ と が で き る 。  

ド リ ー ム フ ァ ミ リ ー に 選

ん だ 人 物 が で き る こ と 、

事 実 、 性 格 な ど 調 べ た こ

と を 、 既 習 し た 語 句 を 使

っ て 話 し て い る 。  

聞 き 手 に ド リ ー ム フ ァ ミ

リ ー を 伝 え よ う と し て い

る 。  

C B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  

 

７ ． 指 導 過 程 （ 本 時 ）  

時 間  学 習 活 動  指 導 上 の 留 意 点  

導 入  （ １ ） Greeting  

（ ２ ）パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 進

め 方 、 評 価 基 準 を 聞 く 。  

  

 

（ ３ ） 班 で 一 度 練 習 す る  

 

・聞 き 手 に 伝 わ る よ う に 最 終 確 認 を 行

わ せ る 。  

 

展 開  タ ブ レ ッ ト で ド リ ー ム フ ァ ミ リ

ー を 映 し 、 発 表 す る 。  

・ 1 班 ご と に 前 で 発 表 す る 。  

ビ デ オ で 撮 影 し 、 後 ほ ど 評 価 を 行 う 。 

・聞 き 手 は ど の 班 が 一 番 視 聴 者 数 が 取

れ そ う か 考 え な が ら 聞 く よ う に 指 導

す る 。  

 

ま と

め  

・ 振 り 返 り シ ー ト を 記 入 す る 。  

 

ど の 班 が 一 番 良 か っ た か ア ン ケ ー ト

を 行 う 。  

発 表 で う ま く 行 っ た こ と 、改 善 点 な ど

を 振 り 返 ら せ る 。  

 

 

（ 例 文 ） A 評 価  

 

A: This is our dream family.  

 

S1: Mr. Takahashi is our father. He is strong and funny. He likes playing the sax ophone. 

He is a good father.  

S2: Ms. Yamada is our sister. She is cute. She can run fast. She likes sports.  

   She is a good sister.  

S3: Mr. Higuchi is our brother. He can play soccer. He loves his girlfriend. He is kind.  

   He is a good brother.  
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S4: Mr. Horigo is our brother. He is funny. He can use a computer very well.  

He plays table tennis. He is a good brother. 

 

A: Do you like our dream family? That’s all. Thank you.  

 

 ※ 三 単 現 、 動 名 詞 な ど 既 習 事 項 を 工 夫 し て 紹 介 し て い る 。  

 

 

（ 例 文 ） Ｂ 評 価  

 

A: This is our dream family.  

 

S1: Mr. Takahashi is our father. He is strong . He is funny. He is the brass band teacher.  

S2: Ms. Yamada is our sister. She is cute. She is kind. She can run fast.  

S3: Mr. Higuchi is our brother. He is cool. He is kind. He can play soccer.  

S4: Mr. Horigo is our brother. He is funny. He is a table tennis teacher. He can draw 

Kumamon.  

 

A: Do you like our dream family? That’s all. Thank you. 

 

 ※ 人 柄 、 で き る こ と な ど を 紹 介 し て い る 。  

 

S1~S4 を そ れ ぞ れ の メ ン バ ー が 発 表 で つ な げ て い く 。 そ れ ぞ れ の 個 人 を 評 価 す る 。  
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授業者 ～授業を終えて～ 

 今回、このドリームファミリーの

活動をしていく中で、最初に「聞い

ている人に伝わるような発表をし

よう」という目標を伝えて進めてきました。

実はもっと余裕をもって三人称まで授業を

しっかりしてから取り組みたかったのです

が、実際は三人称の導入を終えてから、す

ぐにこの取組に入ることになったため、な

ぜ“s”をつけるのだろうと疑問を持つ生徒

もいる中、今回は 5 回目だったのですが、

帯活動として三単現の“s”をつけた 26 の

動詞が載った表をペアで音読練習をし、ど

ういう時に“ s”がつくのかということを

Kahoot!などのアプリを使い、練習をして、

親しみを持ってから取り組むことにしまし

た。指導計画のところでミニ発表会という

ものがありますが、事前に班で取り組んで

みて、隣の班と見せあい、「もっとこうした

らうまくいくよ」というアドバイスをお互

いに行いました。頑張って暗記をするとい

うところに目が行きがちですが、ただ発表

するだけではなく、相手に伝わるようにす

るにはどうしたらよいかに意識を向け、今

回生徒たちも頑張れたと思います。  

 

中学校の先生 

 発表までに原稿を集めて指導等はされま

したか？  

 

授業者 

これまでに集めてはいませんが、

その都度計画の中で文を組み立て、

質問があるか確認後に指導を入れ

ました。タブレットを使って英文を全部調

べるのではなく、単語だけは調べても良い

ことにしていました。発音が分からないも

のは入力すると音声を確認できたりするの

で、そのように準備をしてきました。今回

は原稿を集めましたが、評価には入れずに、

発表と合わせて参考までに、評価の材料に

しようと考えています。しかしそれ自体で

評価を行うわけではありません。  

 

中学校の先生 

 1 年生であれだけ話せるのはすごいと思

ったのですが、初めから生徒には評価につ

いて伝えているのでしょうか。  

 

 

 

授業者 

 生徒たちの原稿の裏に、評価につ

いても書かれており、どのような観

点で評価するかを細かく伝えた上

で準備を進めました。今回生徒たちは発表

で精一杯だったので、“s”などをつけてい

なかったケースもありますが、今回それを

一つ一つ訂正していくのではなく、後日、

名前等は出さずに、例としてこのような時

はどうしたらよいかな？などと問い返し、

落ち着いた状態で考えさせてあげたいと思

います。  

 

阿野先生 

 今回の発表で“haves”と言った

生徒がいましたが、“s”をつけな

ければと気づいていた点はすごく

よかったのではないでしょうか。英語の歴

史の中で have に s をつけると言いにくい

ので has になったりしてきた流れ等もある

ので、とりあえず英語で言ってみて、まず

は内容を大切にして、何かおかしいところ

はあるか、生徒が自身で気付けるような流

れは定着につながると思います。  

 

高校の先生 

 中学校での英語授業についてこれまで拝

見したことがなかったのですが、ある班の

生徒たちは全員スポーツ選手を選んでいま

した。ファミリーメンバーを選ぶ上で何か

決めたりはしなかったのでしょうか。私は

その班が面白かったと思ったし、ファミリ

ーの選び方等も評価するというのは難しい

のでしょうか。  

 

授業者 

 設定がドリーム Youtuber で、授

業でこの組み合わせにしたら視聴

率が上がったということを学んだ

ので、視聴率のことを考えて、班によって

はスポーツ系やアニメキャラで揃えたりし

たようです。他の班では学校の先生が入っ

ていたり、ガリレオやナイチンゲールが入

っていたり、すごいところを選んだな、と

いうのはありましたが、組み合わせたらど

うなるかまで、そこまで考えてられていた

かな、というのはあります。この人たちを

組み合わせたら視聴率があがるかもという

ことで選んできていると思います。  
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阿野先生 

 今のご質問は、投票をする時に、

スポーツ系を選んですごい楽しそ

うとか、そういうことで選んでいな

いのかな？ということでしょうか。つまり

発表が上手だったとか覚えていたというこ

とで投票させるのか、それともおじいさん

に誰々がいるからとても面白そうとか、そ

ういうことでしょうか。  

 

授業者 

 確かに発表が上手だったから選

ぶというよりも、どこが一番面白く

て視聴率が上がりそうかと、そこで

選ぶように伝えていました。生徒たちの中

には、発表がとても上手だったから選んで

いたという子もいたかもしれません。だか

らアンケートを作った時に、うまかった班

と面白かった班の 2 つ作っておくのも１つ

の手だと思いました。  

 

阿野先生 

 パフォーマンステストの評価基

準の表を見ると、生徒たちが工夫し

たというのは知識・技能に入りこむのかと

思うのですが（いわゆるスラスラ英語で話

すというのは知識・技能に入っていると思

うのですが）、ドリームファミリーで選んだ

人物について、こんなことができるんだよ、

というのは思考・判断・表現、そして態度

の方で、聞き手にこのドリームファミリー

ならば視聴者数が上がると思ってもらえる、

というこれが一番の目的だと思います。 3

観点うち 2 観点がここに入っているので、

このあたりを最後の評価の工夫した、とい

うところにでてきたら一番よいのではない

でしょうか。 

 どうしてこの人をお母さんにしたとか、

小学生でも身の回りの人を紹介するという

活動が教科書にあり、その時にまず考える

のはそこで、この人だったら面白いとか、

こんな兄弟がいたらこうだとか、そういう

ことを考える活動をした後に今回のような

中学校での活動を行うので、最後に生徒が

工夫したことというところで、どうしてこ

の人を入れたのかとか、そういうコメント

が入ったらいいなと思いますし、聞き手を

育てるという点で、他の班の発表を聞いて

いる時、ちゃんと発表を聞いていれば、誰

がお兄さんならば理想的だとか、そこへの

コメントがいっぱい出てくると思います。

ここにいけるといいのかなと思います。  

 

 というのも本来の言語活動とは、三人称

の“s”が抜けているということより、誰を

家族にするか考え、紹介してみるというの

がメインになっています。文法のことを言

われるとそこがメインになって、本来の活

動ではなくなってしまう可能性があるのと、

誰かの紹介をする時に三人称を間違えなが

らでもやっているということがメインにな

るべきではと思います。 

先生たちは、教科書の内容がすごく深く

なったと感じるかもしれませんが、今回は

そこがメインになっていて、中学校ではこ

のドリームファミリーについての発表のよ

うに、見ていて楽しいのですが、聞いてい

る側のコメントが変わるとか、聞き方が変

わるとか、そういうところに向けていくと、

いわゆる本当のパフォーマンステスト、内

容を伝えるためのスピーチなどができるよ

うになるかなと感じました。  

 段階を追ってみていくと最初に先生が評

価についてしっかり伝えていたのがよかっ

たと思います。またこの評価のところで三

人称の“s”が入っているかは、知識・技能

のところだけに当てはまるものだと思いま

す。思考・判断・表現は、この人はこうい

う人だとか、英語で話したことが伝わって

いるとか、そこをみてあげるところだと思

います。そしてそこでうまく伝えられない

けれど、単語だけになってもがんばって伝

えようとしているところが主体的に学習に

取り組む態度の評価になると思います。そ

して、そこは今日のようにパフォーマンス

テストを行っている時に同時に見ることが

できるところです。言えば言うほど間違え

る可能性があるので、“s”がついているか

は知識・技能で、思考・判断・表現を伸ば

そうとすると、他の動詞なども使用するこ

とになるので、この“s”などが落ちる可能

性が高くなります。そのため、それがつい

ているかどうかは知識・技能で見てあげて、

多くの内容の部分を思考・判断・表現でみ

てあげることができるかと思います。  

 また先生が最初に言っていた、どのよう

にすれば視聴率があがるかな、それがポイ

ントだよ、というのはコミュニケーション

を図る観点からすごく大切なことだと思い

ました。そして更に大切な、聞きながら書

かないようにという指導は、アイコンタク

トを取る上でとても大切なことだったと思
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いました。そしていきなり発表させるので

はなく、5 分間の練習時間を与えるのも大

切なことだったと思います。  

 

 あとは、誰かについての発表の時、誕生

月について話すよりも、その人が家族にい

たら毎日笑えそうとか、一緒に歌を歌えそ

うとか、スポーツ系のときには、毎日いろ

んなスポーツができそうなど、最後に簡単

な文でも、そのようなことを言えるように

なると更にいいと思いました。  

 その時に先生が返しとして、“ Oh, you 

can play many sports. Tennis, judo…”

などと言葉で伝えると、聞いている生徒た

ちは、「そうか、そんなことも考えて選べる」

という気づきを発表で提示された写真から

だけでなく、言葉で得ることができると思

いました。そうすれば次のパフォーマンス

テストに向けてのよい流れになると思いま

した。 

 最後のところで、どの家族と一緒に住み

たいと思いましたか、などと質問を投げか

けると、先生がおっしゃっていたような基

準で、どの班が一番よかったか選びやすく

なるのではと思いました。  

 文法に関しては、ある都道府県の調査に

よると、中 1、中 2 は三人称の”s”はいろ

んな文法事項の中でも間違える率が高いも

のです。これは意味を伴わないからであっ

て、それが間違っていても内容は伝わると

いうこともあるでしょうし、高校へ上がる

前に、段階を追って間違いを少しずつ減ら

していければいいのではと思いました。  

 

研修主事 

 岩間先生には、生徒たちに対するきめ細

やかな事前指導から当日の公開授業、そこ

での生徒たちへの配慮、そしてこれから続

いていく指導に向き合う姿勢や計画など、

たくさんのことを学ばせて頂くことができ

ました。本当にありがとうございました。  
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１ 地 域 川越町 

 

２ 学校名 三重県立川越高等学校 

 

３ 名 前 城田 美紀子 

 

４ 研究テーマ コミュニケーション英語の中でのライティング研究  

 

５ 目 標  

✓ 明瞭なパラグラフ内に説得力のあるトピックセンテンスを書くことができる。 

✓ 多様な視点を比べながら論じる簡単なエッセイを書くことができる。  

✓ 様々なニュースについて詳しく説明し、自分なりの考えを書くことができる。 

 

６ 実 践 

✓ コミュニケーション英語Ⅲ Lesson１において 

あなたが推薦する世界遺産を理由とともに紹介・推薦する英文を書く活動を

行いました。 

 

７ 成果と課題 

〇成果 

✓ ３年生の生徒においては、自分の意見や感想をパラグラフ構成を意識しなが

ら英文を書くことができた。 

✓ ２年生の生徒においては、自分の意見や感想を文章構成を意識して書くこと

ができた。 

✓ GTEC A2 レベル以上に到達した生徒１年生（９３％）２年生（９３％）  

〇課題 

✓ ①指導方法の共有と改善（効果的なフィードバックの方法・コモンミステイ

クの共有） 

✓ ②英語ライティングの指導に自分の考えを論理的に表現する、または自分の

考えを表現したいと生徒達が思えるような展開を考えていかなければいけな

い。年間指導計画の改善の必要性を感じている。 

 

８ 今後に向けて 

✓ 年間指導計画の改善は英語科全体で考えていかなければいけない。  

✓ 上記４①にあげた課題は学年ごとに取り組んでいけるように投げかけたい。  

✓ GTEC の結果などをうまく活用することができればと考えている。  
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第３学年 コミュニケーション英語Ⅲ 学習指導案 

指導者： 城田 美紀子（三重県立川越高校）  

令和４年１０月２０日（木） 

（１）指導上の考察  

①授業クラス：国公立文系クラス  （３年２組：３９名）  

ほとんどの生徒が英検２級および同等の英語力を有しており、英語学習に

対する意欲も高い。  

      各大学の入学試験および大学入学共通テストが近づいていることもあり、

様々なタイプの英文を読み、各大学の入試問題にも対応できる力をつけてい

きたい。 

 

②教材：桐原書店 Pro-visionⅢ English Communication Ⅲ 

          Lesson 11 “The Discovery of DNA”  

         1953 年，遺伝の鍵となる DNA の二重らせん構造が明らかになった。科学

史を塗り替え  

たこの発見の経緯と、その後の遺伝子工学の発展について学ぶ。  

（２）めあて：①構成がはっきりとした英文に含まれる主要な考えについて、簡潔な要

約を日本語で書くことができる。  

  ②大学入試問題の長文読解等に向けて、英文の構成をつかむ。  

 読み手が納得できるように、文の構成を意識しながら展開を工夫して、

複数の段落 

から成る文章で「Lesson 11 １～３」の要約を書く。 

 

（３）指導計画（全５時間）  

      第 1 時（55 分）Lesson 11 １～３  導入・本文理解(R/L)（１） 

      第 2 時（55 分）     １～３本文理解・要約活動 (R/S/W)（本時） 

       第 3 時（55 分）     ４～８本文理解(R/L)(2)  

音読・フレーズリーレディング  

           第 4 時（55 分）     ９～ 13 本文理解(R/L)(3)  

音読・フレーズリーレディング  

           第 5 時（55 分）     本文理解・遺伝子組み換え食品について  

話し合う(S/L)(3) 

 

（４）指導観  

正確に書きたい、また間違えたくないという気持ち等から、教科書の本文表現をその

ままを利用すること等を避け、自身の言葉で書く練習を行う。その為、今回は日本語で

の要約練習を行う。  

内容は生物基礎に関するもので、 Lesson 11 の本文すべてを理解するには時間を要す  

るが、まずは冒頭の第１～３段落を読み、要約を書く。これまでに教科書を読み、 Q＆

A に答えることはできるようになっているため、更に、内容をパラフレーズ化して、相

手に伝えることができるようになることを目標とする。  

 

（５）本日の展開  

指 導 手

順 

時間 学習活動  指導上の留意点  

導入 

 

１０分 ペアで海外の動画を見て、情報を伝え合う。 

①事前にペアで、動画を見る順番を決める。 

②動画前編を視聴。  

物語をわかりやすく

相手に伝えるために

必要な情報について
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③動画前編を見た生徒が見ていない生徒に

内容  

を説明する。  

④ペアで役割を交代して動画後編を視聴。  

⑤動画後編を見た生徒が見ていない生徒に

内容  

を説明する。  

⑥答え合わせとして全員で動画を確認。  

考える。  

 

後に、Lesson 11 を英

語でも説明ができる

よう、構成を意識す

る。  

展開１ 

 

１０分 速読：練習②のベジタリアンに関する文。  

比較的平易な英文を読み、要約のコツを理

解する。  

①文のタイトルを考え、ペアでシェアをす

る。  

②各自で文のキーワードを探し、印をつけ

る。  

キーワードの言い換

え表現について注意

する。  

主題文・支持文に注

目する。  

展開２ 

 

１０分 練習②について、要約のコツを踏まえなが

ら、要約文を日本語で書く。  

①第 1 段落の主題文に下線し、ペアで確認。 

②主題文に対する重要な支持文を探し、ペ

アで  

 どこを抜き出したかの確認。  

③第 2 段落についても上記③、④を行う。  

⑦結論文を抜き出して確認。 

 

展開３ 

 

５分 練習②について、要約例の提示  

①要約を作成することを意識しながら、こ

れまで考  

えた主題文や重要な支持文をワークシー

トに記  

入する。  

②要約例を全員で確認。  

表現方法は多くある

ことを伝える。  

 

要約を書く際に、文

の構成とともに、つ

な ぎ 言 葉 を 意 識 す

る。  

展開４ 

 

１０分 教科書本文の Lesson 11 １～３  について  

①キーワード  

②主題文  

③支持文  

を探し、ペアでシェアする。  

（前時に本文理解をした１～３段落）  

言い換え表現  

「生物」に関する単

語、事柄に注意する。 

展開５ 

 

１０分 教科書 Lesson 11 １～３の要約文を書く。 

クラスメイトが書いた要約文を読む。  

 

表現方法は多くある

ことを伝える。  
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練習②   Class    No.        Name                                     

There are a large number of vegetarians in the world. Vegetarians choose not to 

eat meat for various reasons. Some people do not eat meat because they do not think 

it right to kill and eat living things. Some are vegetarians because their religion 

forbids them to eat certain kinds of meat. Many other people avoid meat because 

they want a healthy body.  

It is said that the number of vegetarians is increasing in the world.  However, 

it is difficult to accurately estimate the number of vegetarians. Because the word 

“meat” has more than one meaning, there are different types of vegetarians.  For 

example, the strict type of vegetarian does not eat any animal products, while for 

some vegetarians acceptable food may include fish, chicken or duck. Some 

vegetarians eat eggs but not dairy products, some eat dairy products but not eggs, 

and some eat both. In short, it’s not always easy to tell exactly what “vegetarian” 

refers to. 

第１パラグラフ  

   

     

  

 

重要な支持文 

 

 

 

 

第２パラグラフ  

   

 

 

 

 

重要な支持文 

 

 

 

 

 

 

 

主題文  

 

主題文  

 

結論文 
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LESSON 11 ①～③    Class    No.        Name                                     

   

 

 

 

～教科書本文省略～  

 

 

 

 

 

第 １ パ ラ グ ラ フ  

 

 

 

 

 

第 ２ パ ラ グ ラ フ  

 

 

 

 

 

第 ３ パ ラ グ ラ フ  

 

 

 

 

 

 

 

LESSON 11 ④ ～ ⑦  

 

～教科書本文省略～  

 

 

 

 

主題文 

 

重要な支持文 

主題文 

 

重要な支持文 

主題文 

 

重要な支持文 
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授業者 ～授業を終えて～ 

 

 今回は、あえて要約文を日本語で

書かせてみようと思いました。実際、

生徒たちは英語でも書くことはで

きるのですが、その際、間違えないように

と、教科書や調べてきたそのままの英文を

書いてしまう生徒も中にはいます。なぜそ

のような表現になっているかなど、教科書

の英文と照らし合わせ、これでは深いとこ

ろまで落とし込むことが難しいと考え、こ

のような設定にしました。  

 

中学校の先生 

 教科書の内容がかなり難しいように感じ

ますが、中学校だとこれだけの英語の量を

見るとそれだけで難しいと感じる生徒もい

るかと思われます。中学３年生まで、高校

に向けて英語力を積み上げたいと思うので

すが、中学にはいろんな生徒がいるので、

高校につなげていくにはどうしたらよいか

なと思いました。  

 

授業者 

 今回は、高校３年生のクラスなの

で、できるだけ受験に向けてなるべ

くアカデミックな内容も扱っています。こ

の活動の後で会話をもう少し扱うこともで

きるとは思うのですが、この後に遺伝子組

み換え作物の是非について扱ったり、文系

のクラスということもあり英語は好きでも

理系の内容が苦手だったりするところもあ

るので、できるだけちょっとずつ授業の中

で臓器移植についてなどについて自分なら

どう思うとかなども話しているので、少し

難しめの話題でもなんとか書けるようにな

ってほしいと思っています。  

 

阿野先生 

 中学校の教科書も変わってきて

いて、教科書でも長めの文を扱って

いますが、中学ではその文章一つ一

つを訳していかなければならないのでなく、

長文の次のページにある補足的な部分、例

えばこの中学の教科書の場合などは、次の

ページの Round1〜3 などの文章から流れを

つかめるような構成にもなっています。ま

た、イラストの並べ替えなどがあり、この

順番で文章が進んでいくと分かるようにし

て、長い文でも概要が分かるようになって

います。それらの活動を何度も繰り返すこ

とによって、30％程度の理解から、中には

90％の内容を取れるようになる生徒もいま

す。ただ、すべての単語を一つ一つやって

いくのはかなりの量になってしまいます。  

 

阿野先生 

 ３年生のこの時期に公開授業を

するのはなかなかないのですが、ま

ず、文章構成を扱うというのは、入

試向けに限らずいくつかやり方があると思

います。  

今回生徒たちに見せていた動画で、ある子

どもが食べ物を盗んで店主に怒られている

時、それを見て代金を払ってあげるよとい

う人が現れ、30 年後にその代金を払ってあ

げた人が病で倒れ、手術をした時に、その

時の子どもが医者になっていた、という物

語ですが、実はこの話は中学校の教科書に

も少し内容を分かりやすいもの変えて載っ

ています。これを見せた時、城田先生がク

ラスを半分に分けて、片方の生徒だけこの

映像を見て、見ていない生徒に伝える、後

半は役割を交代して内容や要点を伝え合う

活動をしていました。これは要点を掴んで

そのままでなく、自分の言葉で伝えるとい

うねらいがあったということでした。  

 

 この時に先生からこれは感動的な話であ

るということを伝え、生徒は集中して見て

その内容をペアに伝えていたけれど、それ

だけで終わるのは少しもったいないところ

で、それを見た後に、「こういう話だから私

はこう思った」などという要約のようなも

のを少し書いてみるのもよいのではないで

しょうか。そうして読んだり話したりして

感想を言うということに繋げたらよいと思

いました。  

 また、ベジタリアンについての話を読ん

でいるところで、キーワードに印をつけて

読んでいきましたが、本文には、なぜトピ

ックセンテンスやサポートセンテンスがあ

るかとうことを生徒たち教えるというのは、

内容や要点を取るためにしていますよね。

つまり、その本文を読んだ上で何が大切か

というと、実は最初に言いたいことがある、

そして次にそれだけだったら分からないの

で詳しいことがくる、という流れを理解し

ていくのが本来はしていくべきことなので

はと思いました。最初に支持文等があるか

らと探していくことは、テクニック的には

あることかもしれないけれど、導入の時に
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は一回本文を読んでみて、こういう流れに

なっているという気づきがあれば、それに

従って読んでいく。そうでなければ数学の

公式のようになっていく恐れがあるかもし

れません。きれいに日本語でいう起承転結

などがはまっている文もあれば、そうでは

ない文章もあります。入試でもそのような

文が出てくる場合もあるので、内容、例え

ばベジタリアンのところを見て、そこから

逆算してテーマは何かな、どこにあるのか

な、という手順でいくと、活動の内容も変

わってくるのではと思いました。また最初

に先生が詳細を教えなくても、あの生徒た

ちなら自分で気づくことができるのではと

も思いました。またそのような手順でいく

と、最初に読んだ時よりも支持文等が分か

ることで読みやすくなったなと感じること

ができると思います。あるいは分からない

単語があったとしても読めるということに

気付けると思います。  

 日本語で要約をするこというこ

とでしたが、あの生徒たちなら、英

語の文章そのものからトピックセ

ンテンスを抜き出したりする方が簡単なの

ではと思うのと、日本語にした時に構成が

変わってしまうので、確認にはいいかもし

れないけれど、それを日本語で要約すると

起承転結などの順序に変わってくる可能性

もあります。つまり内容でも、日本語を使

う場合と英語を使う場合では文章構成が変

わる。実は、これが私達が教えたいことで

あるかも知れません。入試にしても日本語

に直している時間はないので、その辺の配

慮も必要だと思います。  

 また、“However”などのつなぎ言葉のと

ころでも、最初に先生が説明してしまうの

ではなく、まずは生徒たちが、その前後の

文でどちらが大切になるかを判断させてあ

げる方がよいかもしれません。  
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第６学年外国語科学習指導案 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 （ 月 ） 

授 業 者  専 科  坂 倉  豪  

 

１ 単元名  My Best Memory 『 ONE WORLD smiles 6』  Lesson 7 - 5 

 

２ 単元目標  

（ １ ） さ ま ざ ま な 学 校 行 事 を 、 聞 い た り 言 っ た り す る こ と が で き る 。（ 知 識 及 び 技 能 ）  

（ ２ ） 思 い 出 に 残 っ て い る 学 校 行 事 の 表 し 方 を 知 っ て 、 聞 い た り 言 っ た り す る こ と が で き

る 。（ 知 識 及 び 技 能 ）  

（ ３ ） ス ラ イ ド や ワ ー ク シ ー ト を 作 っ て 、 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 友 達 に 伝 え る こ と が

で き る 。（ 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等 ）  

（ ４ ） 相 手 に わ か り や す い ス ラ イ ド や ワ ー ク シ ー ト を つ く ろ う と し た り 、 友 達 や お 世 話 に

な っ た 人 に 感 謝 の 気 持 ち を 表 そ う と し た り す る 。（ 学 び に 向 か う 力 、 人 間 性 等 ）  

 

３ 単元の評価基準  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度  

話
す
こ
と
（
発
表
） 

＜ 知 識 ＞  

小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て 、 学 校 行 事 や What’s 

your best memory? My 

best memory is (the 

school trip). We went to 

(ate, saw, enjoyed) ～ . 

の 表 現 を 理 解 し て い る 。  

＜ 技 能 ＞  

小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て 、 学 校 行 事 や We went 

to (ate, saw, enjoyed) ～ . 

It was  ～ . 等 を 用 い て 紹

介 し て い る 。  

友 達 に 伝 え る た め に 、

思 い 出 の 学 校 行 事 に つ

い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し て い

る 。  

友 達 に 伝 え る た め に 、

思 い 出 の 学 校 行 事 に つ

い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し よ う

と し て い る 。  

 

４ 単元について  

（ １ ）  教 材 に つ い て  

  本 単 元 で は 、 自 分 の 小 学 校 の 思 い 出 を 振 り 返 り 、 思 い 出 に 残 っ て い る 学 校 行 事 を 紹 介

す る 。 こ の 単 元 は 、 自 分 の 身 近 な 出 来 事 を 紹 介 す る た め 、 児 童 は 発 表 内 容 を イ メ ー ジ し

や す い 。 こ の 単 元 を 扱 う 時 期 は １ ２ 月 で 卒 業 を 意 識 し 始 め る 時 期 で あ り 、 動 機 付 け も し

や す い 。  
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言 語 材 料 は ３ つ で 、 ①  “What’s is your best memory?” “My best memory is ～ .” ②  “I 

went to/ ate/ saw/ enjoyed/ ～ .” ③  “It was ～ .” で あ る 。 ① は 児 童 が 初 め て 出 会 う 表

現 で あ る が 、② 、③ は 既 習 内 容 で ６ 年 生 の Lesson 5 で 学 習 し て い る 。児 童 に は 、今 ま で

に 学 ん だ 表 現 を 活 用 し て 、 ど の よ う に 自 分 の 小 学 校 の 思 い 出 を 伝 え れ ば よ い か を 考 え さ

せ た い 。  

  単 元 の ゴ ー ル の 表 現 は 以 下 の よ う に 設 定 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 2） 指 導 に つ い て  

  ①  CAN-DO リ ス ト と ル ー ブ リ ッ ク 評 価 の 作 成 お よ び 活 用  

４ 月 に 本 校 に お い て CAN-DO リ ス ト の 作 成 を し た 。こ の リ ス ト を 作 成 す る こ と で 、

児 童 も 教 師 も １ 年 間 を 通 し て ど の よ う な 力 を つ け る か が 明 確 に な り 、 見 通 し を 持 っ て

取 り 組 む こ と が で き る 。CAN-DO リ ス ト は 、小 学 校 段 階 で あ る こ と か ら 、「 聞 く こ と 」

「 話 す こ と（ や り と り ）」「 話 す こ と（ 発 表 ）」の ２ 技 能 ３ 領 域 で 作 成 し た 。「 読 む こ と 」

「 書 く こ と 」 の ２ 技 能 ２ 領 域 に つ い て は 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 読 み 書 き 以 外 は 「 慣 れ 親

し み 」 と し て 扱 う 。 本 単 元 で は 発 展 的 内 容 と し て 、 発 表 内 容 を ワ ー ク シ ー ト に 書 く 活

動 を 行 う が 、「 書 く こ と 」 の 技 能 と し て 評 価 の 対 象 と は し て い な い 。  

CAN-DO リ ス ト の 活 用 と し て 、振 り 返 り シ ー ト に そ の 単 元 の CAN-DO と ル ー ブ リ

ッ ク 評 価 を 掲 載 し 、い つ で も 児 童 が 確 認 で き る よ う に し た 。振 り 返 り シ ー ト を 使 っ て 、

単 元 の は じ め や そ れ ぞ れ の 授 業 の は じ め に 、単 元 で つ け た い 力 を 共 有 す る よ う に し た 。

こ れ を 行 う こ と で 、 児 童 は 今 何 を 学 習 し て い る か が 明 確 に な る 。 教 師 も 自 身 の 授 業 を

振 り 返 り 、 単 元 を 通 し て 一 貫 し た 指 導 を 行 う こ と が で き る 。 実 際 に 、 児 童 や T２ の 担

任 か ら 、「 英 語 は 何 を 勉 強 す る か が 分 か り や す い 。」 と い う 声 が あ っ た 。  

   ル ー ブ リ ッ ク 評 価 は 、「 知 識 ・ 技 能 」「 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 等 」 の ２ 観 点 で 、 ３ 段 階 評

価 （ ◎ ： 十 分 満 足 で き る 、 〇 ： お お む ね 満 足 で き る 、 △ ： 努 力 を 要 す る ） で 作 成 し た  

（ ５  単 元 の 評 価 基 準 （ ル ー ブ リ ッ ク 評 価 ） を 参 照 ）。  

「 知 識・技 能 」で は 、「 お お む ね 満 足 で き る 」の 評 価 基 準 と し て「 小 学 校 の 思 い 出 に

つ い て 、 学 校 行 事 と 、 し た こ と や 楽 し か っ た こ と 等 を 、 説 明 を つ け 加 え て 紹 介 す る こ

と が で き る 。」と す る 。文 法 等 の「 正 確 性 」と 既 習 事 項 の 活 用 と し て「 説 明 を 付 け 加 え

＜ 発 表 例 ＞  

S: Hello. 

Ss: Hello. 

S: My best memory is the school trip.  

  I enjoyed Shima Spain Village.  

  I rode the rollercoaster, the Pyrenees.  

  It was exciting.  

I ate chocolate churros.  

It was delicious.  

  Thank you. 
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る こ と が で き る 」を 評 価 基 準 と し 、複 数 の 説 明 を 付 け 加 え る こ と が で き た 場 合 、「 十 分

満 足 で き る 」 と す る 。  

「 思 考・判 断・表 現 等 」で は 、「 友 達 に 伝 え る た め に 」と い う 目 的 に 対 し て 、ど の よ

う に 工 夫 で き た か を 評 価 す る 。そ の 工 夫 と し て 、「 繰 り 返 し 」「 言 い 換 え 」「 説 明 」を 設

定 し た 。「 繰 り 返 し 」「 言 い 換 え 」「 説 明 」は 、発 表 原 稿 を 考 え る 中 で の 工 夫 で あ る 。「 繰

り 返 し 」で は 、伝 え た い こ と を 印 象 付 け る た め に 繰 り 返 し て 強 調 す る こ と を 指 導 す る 。

「 言 い 換 え 」 で は 、 難 し い 言 葉 を 分 か り や す い 言 葉 に 言 い 換 え た り 、 あ る 言 葉 を よ り

具 体 的 に 言 い 換 え た り す る 方 法 を 教 え る 。「 説 明 」で は 、文 を 付 け 足 し て 詳 し く 伝 え る

こ と を 指 導 す る 。「 お お む ね 判 断 で き る 」 の 評 価 基 準 と し て 、「 友 達 に 伝 え る た め に 、

小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 、 学 校 行 事 と 、 し た こ と や 楽 し か っ た こ と 等 を 工 夫 （ 繰 り 返

し 、言 い 換 え 、説 明 等 ）し て 紹 介 す る こ と が で き る 。」と し た 。本 単 元 で は 、児 童 の 実

態 を 鑑 み て 、「 繰 り 返 し 」「 言 い 換 え 」「 説 明 」の ど れ か １ つ が 出 来 て い た 場 合 に「 お お

む ね 満 足 で き る 」と 評 価 を 行 う 。さ ら に 複 数 で き て い た 場 合 、「 十 分 満 足 で き る 」と 評

価 す る 。  

 

②  単 元 の 進 め 方 に つ い て  

本 単 元 で は 、 小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 紹 介 す る 活 動 を 行 う 。 単 元 の 前 半 は イ ン プ ッ

ト 中 心 、 後 半 は ア ウ ト プ ッ ト 中 心 で 単 元 を 組 み 立 て る 。  

第 １ 時 で は 、 単 元 の ゴ ー ル を 示 し 、 映 像 の 視 聴 を 通 し て 、 ゴ ー ル の 活 動 で 使 う 語 句

や 表 現 の イ ン プ ッ ト を 行 う 。 小 学 校 の 思 い 出 を 振 り 返 り な が ら 学 習 の 見 通 し を 持 た せ

る と と も に 、 チ ャ ン ツ や ペ ア で の 活 動 を 通 し て 、 さ ま ざ ま な 学 校 行 事 に つ い て 慣 れ 親

し ま せ る 。 具 体 的 に は 、 担 任 が 単 元 の ゴ ー ル を 示 し た 上 で 、 デ ジ タ ル 教 科 書 『 ONE 

WORLD Smiles 6』 の 【 Let’s Watch】 を 視 聴 し 、 さ ま ざ ま な 学 校 行 事 の 言 い 方 を 聞 か

せ た 。【 Let’s  Say It Together】の チ ャ ン ツ で 言 い 方 を 練 習 し た 後 、 “What’s your best 

memory?” “My best memory is the ○ ○ .” と い う 言 い 方 を 指 導 し た 。 最 後 に 、 ペ ア で

伝 え 合 う 活 動 を 行 い 、「 思 い 出 の 出 来 事 」を ペ ア で 言 い 合 っ た 。「 修 学 旅 行 を 言 い た い 。」

「 自 然 教 室 は 何 て 言 う の ？ 」 等 、 意 欲 的 に 取 り 組 も う と す る 児 童 が 多 く 見 ら れ た 。  

   

 第 ２ 時 で は 、 リ ス ニ ン グ の 活 動 を 通 し て 学 校 行 事 の 表 現 に さ ら に 親 し ん だ り 、 外 国

の 学 校 行 事 に つ い て 聞 く こ と で 異 文 化 理 解 に つ な げ た り す る 活 動 を 行 う 。 そ し て 、 ペ

ア で の 活 動 を 行 っ て 、 少 し ず つ ア ウ ト プ ッ ト を 増 や し て い く 。 具 体 的 に は 、 前 時 の 復

習 を し た 後 、【 Let’s Listen 1】を 聞 き 、小 学 校 の 思 い 出 の 表 現 に 慣 れ 親 し ま せ た 。こ こ

で は 「 思 い 出 の 出 来 事 」「 何 を し た か 」「 感 想 」 の ３ 点 を 意 識 し て 聞 き 取 ら せ た 。 授 業

の 後 半 に は 、ペ ア で の 活 動 を 行 っ た 。前 回 の 復 習 を し た 後 、“What’s your best memory?”  

“My best memory is the ○ ○ .” に  “I enjoyed (saw, ate, went to) ○ ○ .” の 表 現 を 付

け 加 え て 、 や り と り を 行 っ た 。 や り と り を 何 度 も 行 う 中 で 、 児 童 は 言 い 方 に 慣 れ て 声

も 大 き く な り 、 全 体 で の 発 表 す る 児 童 も 増 え て き た 。  

 

第 ３ 時 で は 、 学 習 し て き た 表 現 を 生 か し て 、 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て ワ ー ク シ ー
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ト に 英 文 を 書 く 活 動 を 行 う 。 具 体 的 に は 、【 Let’s Read and White】 を 用 い て 、 ワ ー ク

シ ー ト の 作 例 の 内 容 を 音 声 で 聞 き な が ら 、 読 む 。 そ の 後 、 こ こ ま で の 学 習 で 学 ん で き

た こ と を 踏 ま え て 、 自 分 の ワ ー ク シ ー ト を 作 成 す る 。  

単 語 と 単 語 の 間 は 、 分 か り や す く 相 手 に 伝 え る こ と を 意 識 さ せ 、 ス ペ ー ス を 空 け て

書 く よ う に 指 導 す る 。 ま た 、 同 様 に 、 文 の 最 初 は 大 文 字 に す る こ と 、 文 の 最 後 に は ピ

リ オ ド を つ け る こ と 等 も 指 導 す る 。 書 く こ と が 苦 手 な 児 童 に は 、 個 別 に 支 援 を 行 う 。

見 本 を 作 成 し て 書 き 写 さ せ た り 、 赤 鉛 筆 で 薄 く 書 い た ワ ー ク シ ー ト を 渡 し て な ぞ ら せ

た り し て い き た い 。  

   ど の よ う に 英 語 で 書 く か が 分 か ら な い と き は 、 児 童 用 タ ブ レ ッ ト を 使 っ て 調 べ る よ

う に 指 導 す る 。 授 業 中 は 、 自 由 に 自 分 の タ ブ レ ッ ト を 使 っ て も よ い こ と に し て い る 。

そ の 場 合 、 色 々 な 表 現 の 仕 方 が あ る こ と を 伝 え 、 そ の 中 で 一 番 伝 わ り や す い も の を 選

択 す る よ う に 伝 え て い る 。 児 童 は 積 極 的 に タ ブ レ ッ ト で 調 べ て い る が 、 意 味 が 伝 わ り

に く い 表 現 を 書 い て い る 児 童 も い る 。 机 間 指 導 や ワ ー ク シ ー ト を 集 め た と き に 指 導 し

て い く 。  

児 童 用 タ ブ レ ッ ト で 発 表 用 の ス ラ イ ド を 作 り た い 児 童 は 、 ワ ー ク シ ー ト と 同 時 に 作

る よ う に 声 を か け る 。 今 ま で も ス ラ イ ド を 作 成 し 、 プ ロ ジ ェ ク タ ー で 投 影 し な が ら 発

表 し て き た 。 ス ラ イ ド は 、 写 真 や イ ラ ス ト の み で 作 成 し て い る 。 本 単 元 で は 、 小 学 校

の 思 い 出 と い う 個 人 的 な 内 容 を 扱 う た め 、 ス ラ イ ド を 作 り に く い 児 童 も い る の で は な

い か と 考 え る 。 今 回 ス ラ イ ド 作 り は 任 意 に し て 、 物 を 見 せ た り 、 絵 を 見 せ た り 、 言 葉

だ け で 発 表 し た り し て も よ い こ と に す る 。  

 

   第 ４ 時 も 第 ３ 時 と 同 様 、 学 習 し て き た 表 現 を 生 か し て 、 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て  

ワ ー ク シ ー ト に 英 文 を 書 く 活 動 を 行 う 。 授 業 の 後 半 に ペ ア で の 活 動 を 行 い 、 ワ ー ク シ

ー ト を 見 な が ら や り と り の 活 動 を さ せ る 。 や り と り で は 、『 ４ つ の 約 束 』 と し て

「 reaction」「 repeat」「 echoing」「 question」を 指 導 し て い る 。や り と り の 中 で 、こ れ

ら を 意 識 し て 活 動 さ せ た い 。  

ペ ア で の 活 動 で は 、 ペ ア を 変 え て ２ 回 の や り と り を 行 わ せ る 。 そ の 中 で 、 友 だ ち の

良 い と こ ろ は 真 似 を し た り 、 言 い た い こ と を 付 け 加 え た り し て 、 ワ ー ク シ ー ト の 中 身

を よ り 良 く し て い く よ う に 指 導 す る 。 机 間 指 導 を す る 中 で 、 そ の よ う な 児 童 を 取 り 上

げ 、 全 体 で 共 有 す る 。  

 

第 ５ 時（ 本 時 ）で は 、ペ ア を 何 度 も 入 れ 替 え な が ら 、発 表 の 練 習 を す る 活 動 を 行 う 。

具 体 的 に は 、 以 下 の よ う に 行 う 。  

 

 

 

 

 

 

①  隣 の ペ ア と 発 表 の 練 習 を す る （ ７ ０ 秒 間 ）  

②  ペ ア の 片 方 の 児 童 が 前 の 席 に ず れ る  

③  新 し い ペ ア と 発 表 の 練 習 を す る  

④  ４ ～ ５ 回 繰 り 返 す  
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ペ ア を 変 え て 何 度 も 話 を す る こ と で 、 話 す こ と に 慣 れ さ せ る 。 た だ し 、 コ ロ ナ 禍 と

い う こ と も あ り 、 向 か い 合 っ て 話 す こ と に 不 安 を 感 じ る 児 童 も い る 。 そ こ で 、 名 城 大

学 の 曽 山 和 彦 教 授 が 提 唱 す る 「 ド ラ イ ビ ン グ ・ ト ー ク 」 を 取 り 入 れ 、 横 に 並 ん だ 状 態

で 、 同 じ 方 向 を 向 い て 話 を 行 う よ う に す る 。 発 表 の 練 習 の 間 に 机 間 指 導 を 行 い 、 児 童

の 良 い と こ ろ を 取 り 上 げ 、 全 体 で 共 有 を 図 る 。  

ペ ア で の 活 動 と 活 動 の 間 に 、 良 か っ た 児 童 を 取 り 上 げ 、 全 員 に 共 有 し て い く 。 ル ー

ブ リ ッ ク 評 価 で 提 示 し た 工 夫 が 出 来 て い る 児 童 を 見 取 り 、 広 げ て い き た い 。  

 

第 ６ 時 で は 、 全 員 の 前 で 発 表 す る 活 動 を 行 う 。 発 表 は パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 の 一 環 と

し て 行 い 、 １ 人 ず つ 前 に 出 て 発 表 す る 形 式 で 行 う 。 発 表 の 順 番 は 立 候 補 制 で 、 発 表 し

た い 児 童 か ら 前 に 出 て 発 表 す る 。 能 動 的 に 発 表 に 向 か う 意 識 を 高 め た い と い う 思 い か

ら 、 こ の よ う な 自 己 決 定 を 重 視 し た 形 式 で 行 っ て い る 。 １ 学 期 か ら 続 け て い る た め 、

児 童 は こ の 形 式 に 慣 れ て き て い る 。 振 り 返 り シ ー ト の 中 に も 、「 早 め に 発 表 し た い 。」

「 発 表 が 楽 し み 。」 と 書 く 児 童 が 多 い 。 自 己 決 定 を し て 発 表 し 、 そ こ で 達 成 感 を 感 じ 、

さ ら に が ん ば ろ う と す る 、 そ の サ イ ク ル が 児 童 の 中 に で き つ つ あ る 。 発 表 の 中 で は 、

児 童 の 良 か っ た と こ ろ を 褒 め て 、 良 か っ た と こ ろ を 全 体 に 広 げ る 。 ま た 、 発 表 が 終 わ

っ た 児 童 に は 、「 全 員 が 発 表 で き る た め に 、自 分 の で き る こ と は 何 か 」と 問 い 、学 級 の

た め に で き る こ と を 考 え さ せ る 。  

                                                                                    

５ 単元の評価基準（ルーブリック評価）  

評 価  知 識 ・ 技 能  思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等  

◎  小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て 、学 校 行 事 と 、し た こ と

や 楽 し か っ た こ と 等 を 、

複 数 の 説 明 を つ け 加 え て

紹 介 す る こ と が で き る 。  

友 達 に 伝 え る た め に 、 小 学 校 の 思 い 出 に つ

い て 、 学 校 行 事 と 、 し た こ と や 楽 し か っ た

こ と 等 を 、 工 夫 （ 繰 り 返 し 、 言 い 換 え 、 説

明 等 ） を 使 い こ な し て 紹 介 す る こ と が で き

る 。  

◯  小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て 、学 校 行 事 と 、し た こ と

や 楽 し か っ た こ と 等 を 、

説 明 を つ け 加 え て 紹 介 す

る こ と が で き る 。  

友 達 に 伝 え る た め に 、 小 学 校 の 思 い 出 に つ

い て 、 学 校 行 事 と 、 し た こ と や 楽 し か っ た

こ と 等 を 工 夫 （ 繰 り 返 し 、 言 い 換 え 、 説 明

等 ） し て 紹 介 す る こ と が で き る 。  

△  教 師 や 友 だ ち の 助 け が あ

れ ば 、 小 学 校 の 思 い 出 に

つ い て 、学 校 行 事 と 、し た

こ と や 楽 し か っ た こ と 等

を 、 紹 介 す る こ と が で き

る 。  

友 達 に 伝 え る た め に 、 先 生 や 友 だ ち の 助 け

が あ れ ば 、 小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 、 学 校

行 事 と 、 し た こ と や 楽 し か っ た こ と 等 を 工

夫 （ 繰 り 返 し 、 言 い 換 え 、 説 明 等 ） し て 紹

介 す る こ と が で き る 。  
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６ 「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標  

聞 く こ と  話 す こ と （ や り と り ）  話 す こ と （ 発 表 ）  

小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て の 話 を 聞 き 、話 の 概 要

を 捉 え る こ と が で き る 。 

思 い 出 に 残 っ て い る 学

校 行 事 を 尋 ね た り 、答 え

た り す る こ と が で き る 。 

小 学 校 の 思 い 出 に つ い

て 、思 い 出 に 残 っ て い る

学 校 行 事 を 理 由 や 説 明

を 付 け 加 え て 紹 介 す る

こ と が で き る 。  

 

７ 単元計画（全６時） 

時 目 標 ◆ ・ 活 動 ◯ 【 】  

評  価  

知

技  

思

判

表  

態

度  
 

１ 

◆ さ ま ざ ま な 学 校 行 事 の 話 を 聞 い て 概 要 が わ か り 、 単 元 の 見 通 し を 持 つ  

◯ あ い さ つ ・ Small Talk： 今 朝 の 朝 食

で 食 べ た も の  

〇 Small Talk： 先 生 の 小 学 校 の 思 い 出  

【 Let’s  Watch】  

【 Let’s Think 1】  

【 Let’s  Say  It  Together】  

〇 ふ り か え り  

    

２ 

◆ 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 聞 い た り 言 っ た り す る こ と が で き る  

〇 あ い さ つ ・ Small Talk： 昨 日 楽 し か

っ た  

こ と  

【 Let’s Say It  Together】  

【 Let’s Listen 1】  

【 Let’s  Listen 2】  

〇 Let’s  Talk  

〇 ふ り か え り  

    

３ 

◆ 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 友 達 と 伝 え 合 い 、 ワ ー ク シ ー ト を 作 る  

〇 あ い さ つ・Small Talk：昨 日 楽 し か

っ た  

こ と  

【 Let’s Say It  Together】  

【 Let’s  read and Write】  

・ ワ ー ク シ ー ト を 作 る  

〇 タ ブ レ ッ ト で ス ラ イ ド 作 り  

 〇    

本 時 で は 、 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い

が 、 目 標 に 向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学

習 状 況 を 記 録 に 残 さ な い 活 動 や 時 間 に お

い て も 、 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確 認 す

る 。  

［「 話 す こ と ［ 発 表 ］」 の 記 録 に 残 す

評 価 ］  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し て い る 。〈 行 動 観

察 ・ ワ ー ク シ ー ト ・ 振 り 返 り シ ー

ト 〉  

・ ス ラ イ ド や ワ ー ク シ ー ト を 作 成 し

て い る 様 子 を 観 察 し 、 評 価 の 記 録

を 残 す  

本 時 で は 、 記 録 に 残 す 評 価 は 行 わ な い

が 、 目 標 に 向 け て 指 導 を 行 う 。 児 童 の 学

習 状 況 を 記 録 に 残 さ な い 活 動 や 時 間 に お

い て も 、 教 師 が 児 童 の 学 習 状 況 を 確 認 す

る 。  
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〇 ふ り か え り  

４ 

◆ 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 友 達 と 伝 え 合 い 、 ワ ー ク シ ー ト を 作 る  

〇 あ い さ つ ・ Small Talk： 昨 日 し た こ

と  

【 Let’s Say It  Together】  

【 Let’s  read and Write】  

・ ワ ー ク シ ー ト を 作 る  

〇 Let’s  Talk  

・ ワ ー ク シ ー ト を 見 て 、ペ ア で 伝 え 合

う  

・ 希 望 す る 児 童 に 発 表 さ せ る  

〇 ふ り か え り  

 

 〇  〇   

５ 
(

本
時)

 

◆ 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 説 明 を 付 け 加 え て 、 友 達 と 伝 え 合 う こ と が で き る  

〇 あ い さ つ ・ Small Talk： 昨 日 し た こ

と  

【 Let’s Say It  Together】  

〇 Let’s  Talk  

・ ペ ア を 変 え な が ら 、何 度 も 発 表 の 練

習 を  

す る  

〇 ふ り か え り  

 

 

 

〇  〇    

６ 

◆ 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 説 明 を 付 け 加 え て 紹 介 す る こ と が で き る  

〇 あ い さ つ ・ Small Talk： 昨 日 楽 し か

っ た  

こ と  

【 Let’s Say It  Together】  

【 Final Activity】  

・ 立 候 補 制 で 前 に 出 て 、 発 表 を 行 う  

〇 ふ り か え り  

 

 

 

〇  〇  ○  

 

 

８ 本時の指導  

［「 話 す こ と ［ 発 表 ］」 の 記 録 に 残 す

評 価 ］  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し て い る 。〈 行 動 観

察 ・ 振 り 返 り シ ー ト 〉  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し よ う と し て い

る 。〈 行 動 観 察 ・ ワ ー ク シ ー ト ・ 振

り 返 り シ ー ト 〉  

・ ワ ー ク シ ー ト を 書 い て い る 様 子 を

観 察 し 、 評 価 の 記 録 を 残 す  

［「 話 す こ と ［ 発 表 ］」 の 記 録 に 残 す

評 価 ］  

◎ 小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 、 学 校 行

事 や We went to (ate,  saw, 

enjoyed) ～ .  I t was  ～ .  等 を 用 い

て 、 紹 介 す る こ と が で き る 。〈 行 動

観 察 ・ 振 り 返 り シ ー ト 〉  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し て い る 。〈 行 動 観

察 ・ 振 り 返 り シ ー ト 〉  

・ ペ ア で 話 し て い る 様 子 を 観 察 し 、

評 価 の 記 録 を 残 す  

［「 話 す こ と ［ 発 表 ］」 の 記 録 に 残 す

評 価 ］  

◎ 小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 、 学 校 行

事 や We went to (ate,  saw, 

enjoyed) ～ .  I t was  ～ .  等 を 用 い

て 、 紹 介 す る こ と が で き る 。〈 行 動

観 察 〉  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し て い る 。〈 行 動 観

察 ・ 振 り 返 り シ ー ト 〉  

・ 発 表 の 様 子 を 観 察 し 、 評 価 の 記 録

を 残 す  

◎ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学

校 行 事 に つ い て 、 し た こ と や 楽 し

か っ た 等 を 紹 介 し よ う と し て い

る 。〈 行 動 観 察 ・ 振 り 返 り シ ー ト 〉  

・ ワ ー ク シ ー ト を 書 い て い る 様 子 を

観 察 し 、 評 価 の 記 録 を 残 す  
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（ １ ） 本 時 の 目 標  

思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 説 明 を 付 け 加 え て 、 友 達 と 伝 え 合 う こ と が で き る 。  

 

（ ２ ） 本 時 の 指 導 計 画 （ ４ ５ 分 ）  

時 間  学 習 活 動  ○ 指 導 上 の 留 意 点  ☆ 評 価  

５  

 

 

 

 

 

 

１  

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

１ ９  

 

 

 

 

 

 

 

１  あ い さ つ を す る  

 ・ あ い さ つ   

・ Small Talk（ 昨 日 し た こ

と ）  

 

 

 

２  め あ て を 確 認 す る  

 

 

 

３  チ ャ ン ツ を 聞 く  

 ♪  What’s your best 

memory? 

 

 

 

 

 

 

 

４  発 表 の 練 習 を す る  

 ・ 一 人 で 発 表 内 容 を 確 認

し 、 練 習 を す る  

 

 

５  ペ ア で 練 習 を す る  

 ・ペ ア を 変 え な が ら 、何 度

も 発 表 の 練 習 を す る  

 

 

 

 

 

◯ あ い さ つ と Small Talk を 付 け 加 え て 行 わ せ る  

◯ reaction, repeat, echoing, question  を 意 識 さ

せ て 行 わ せ る 。２ 往 復 以 上 、会 話 を 続 け る よ う に

声 を か け る  

 

 

 

 

 

 

 

◯ チ ャ ン ツ を 聞 か せ 、思 い 出 の 学 校 行 事 と 、し た

こ と や 楽 し か っ た こ と の 表 現 に 慣 れ 親 し ま せ る  

 

◯ ２ 分 間 、 一 人 で 確 認 す る 時 間 を 取 る 。  

一 人 で 呟 い た り 、ス ラ イ ド を 直 し た り さ せ 、発 表

の 確 認 を 行 わ せ る  

◯ そ の 後 、発 表 の 練 習 を す る 時 間 を 取 る 。児 童 全

員 を 起 立 さ せ 、そ れ ぞ れ が 声 を 出 し 、発 表 の 練 習

を さ せ る  

 

◯ ペ ア で 時 間 を 決 め て 練 習 を さ せ る 。  

７ ０ 秒 間 で 行 い 、自 分 の 発 表 を 伝 え 合 わ せ る 。話

し 手 に は 発 表 の 工 夫 を 、 聞 き 手 に は 反 応 を 意 識

さ せ る  

 

○ ワ ー ク シ ー ト 通 り に 言 う だ け で な く 、 変 更 し

た り 付 け 加 え た り し て 、 よ り 良 い 発 表 を め ざ す

よ う に 声 を か け る 。  

◯ １ 回 目 が 終 了 後 、ペ ア を 変 え て 、２ 回 目 を 行 わ

せ る 。そ の 間 に 、よ い 児 童 の 発 表 の 様 子 を 取 り 上

げ 、 全 員 に 共 有 す る 。 ５ 回 行 う  

☆ 小 学 校 の 思 い 出 に つ い て 、学 校 行 事 や We went 

to (ate, saw, enjoyed) ～ . It was  ～ . 等 を 用 い

思 い 出 の 学 校 行 事 に つ い て 、 説 明 を 付 け 加 え て 、 伝 え 合 お う  
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５  

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  み ん な の 前 で 発 表 す る  

 ・プ レ 発 表 と し て 、希 望 者

が 発 表 を す る  

 

７  ふ り か え り を す る  

 

て 、 紹 介 す る こ と が で き る ＜ 行 動 観 察 ＞  

☆ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ

い て 、 し た こ と や 楽 し か っ た 等 を 紹 介 し て い る

＜ 行 動 観 察 ＞  

 

◯ 希 望 者 に 全 員 の 前 で 発 表 さ せ る 。 発 表 の よ い

と こ ろ を 児 童 に 伝 え 、 共 有 を 図 る  

 

 

◯ 早 く 書 け た 児 童 に 振 り 返 り を 発 表 さ せ る  

☆ 友 達 に 伝 え る た め に 、 思 い 出 の 学 校 行 事 に つ

い て 、 し た こ と や 楽 し か っ た 等 を 紹 介 し て い る

＜ 振 り 返 り シ ー ト ＞  
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☆  4 rules ②  
（よくできた ◎できた○ できなかった△）    ／ ／ ／ 

reaction （反応して）     

repeat （繰り返して）     

echoing （文で返して）     

question （質問して）     

☆CAN-DO チェックリスト  ／ ／ ／ 

◎◎自分の力で、小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を紹介することがいつでもできる。  

◎  自分の力で、小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を紹介することができる。  

○  みんなと一緒なら、小学校の思い出について、した

ことや楽しかったこと等を紹介することができる。  

△  みんなと一緒でも、小学校の思い出について、した

ことや楽しかったこと等を紹介することが難しい。  

   

 

 

 
観点１  観点２  

◎  

小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を、理由や説明をつ

け加えて紹介することができる。  

友だちに伝えるために、小学校の思い出

について、したことや楽しかったこと等

を、工夫（繰り返し、言い換え、説明等）

を適切に使って紹介することができる。  

○  

小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を、 説 明することが

できる。  

友だちに伝えるために、小学校の思い出

について、したことや楽しかったこと等

を、工夫（繰り返し、言い換え、説明等）

を使って紹介することができる。  

△  

教師や友だちの助けがあれば、小学校

の思い出について、したことや楽しか

ったこと等を、紹介することができる。 

教師や友だちの助けがあれば、友だちに

伝えるために、小学校の思い出について、

したことや楽しかったこと等を、工夫し

て紹介することができる。  

☆ルーブリック評価  

    

grade class name number 

ONE WORLD Smiles 6 Lesson 7 振り返りシート（1～3 時）  
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振り返り  1 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  

 

 

 

 

 

 

振り返り  2 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  

 

 

 

 

 

 

振り返り  3 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  
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☆  4 rules ②  
（よくできた ◎できた○ できなかった△）    ／ ／ ／ 

reaction （反応して）     

repeat （繰り返して）     

echoing （文で返して）     

question （質問して）     

☆CAN-DO チェックリスト  ／ ／ ／ 

◎◎自分の力で、小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を紹介することがいつでもできる。  

◎  自分の力で、小学校の思い出について、したことや

楽しかったこと等を紹介することができる。  

○  みんなと一緒なら、小学校の思い出について、した

ことや楽しかったこと等を紹介することができる。  

△  みんなと一緒でも、小学校の思い出について、した

ことや楽しかったこと等を紹介することが難しい。  

   

 

 
観点１  観点２  

◎  

小学校の思い出につい て、したことや楽

しかったこと等を、理 由や説明をつけ加

えて紹介することができる。  

友だちに伝えるために、小学校の思い出に

ついて、したことや楽しかったこと等を、

工夫（繰 り返 し、 言い 換え 、説 明等）を適

切に使って紹介することができる。  

○  

小学校の思い出につい て、したことや楽

しかったこと等を、 説 明 することができ

る。  

友だちに伝えるために、小学校の思い出に

ついて、したことや楽しかったこと等を、

工夫（繰 り返 し、 言い 換え 、説 明等）を使

って紹介することができる。  

△  

教師や友だちの助けが あれば、小学校の

思い出について、した ことや楽しかった

こと等を、紹介することができる。  

教師や友だちの助けがあれば、友だちに伝

えるために、小学校の思い出について、し

たことや楽しかったこと等を、工夫して紹

介することができる。  

    

grade class name number 

ONE WORLD Smiles 6 Lesson 7 振り返りシート（4～6 時）  

☆ルーブリック評価  
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振り返り  4 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  

 

 

 

 

 

 

振り返り  5 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  

 

 

 

 

 

 

振り返り  6 時  （できるようになったこと、気づいたこと、分かったことなど）  
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パフォーマンステスト研究・開発チームに係るアンケート 
 

所属名：四日市市立泊山小学校  

お名前：坂倉  豪  

 
１．パフォーマンステストの実施で、話す活動時間の増加等、日常の授業の指導内容が変わりま

したか。また、児童生徒の学習への取組に変容がありましたか。具体的にお書きください。  

 

①日常の授業の指導内容について 
児童が話す活動を行う中で、児童自身がその場で考えて話す場面を多く取り入れるようになっ

た。パフォーマンステストに向けたペアやグループでの活動の中で、聞き手が話し手に質問をした

り、もっと詳しい説明を求めたりすることを取り入れるようになった。それによって、児童の発表の内

容が充実し、よりよい発表をすることができた。  

 

②教師の指導について 
今まで漠然としかわかっていなかった「目的・場面・状況」を設定することの大切さが改めて分かっ

た。「目的・場面・状況」をどのように設定するかによって、「思考・判断・表現」の評価内容が変わ

る。児童の活動に対する意欲も変化する。それが分かったことが、私自身の一番大きな学びであ

った。その学びの後、「目的・場面・状況」を示して授業を行うように意識した。すると、児童の動き

が変わってきた。「この表現じゃみんなに伝わらないなあ。どうしろう？」と考える児童が増えてき

た。今後も「目的・場面・状況」をどのように設定するかを大切に考えていきたい。  

 

③児童生徒の取組について 
ゴールの活動に向けて、どのような点を意識して取り組めばよいかがはっきりとして、児童は今ま

で以上に意欲的に取り組むことができた。また、「目的・場面・状況」をはっきりと示すことで、目的

意識を持って取り組むことができた。  

 

２．今年度の研究活動を通して、ルーブリックや評価において、新たに取り入れたことは

何ですか。 
 

思考・判断・表現における評価の観点。例えば、工夫（繰り返し、言い換え、説明等）がある。  

 

３．今年度の取組を、次年度以降にどう活かそうと考えていますか。  
 

校内や研究協議会等でパフォーマンステストのあり方を提案し、パフォーマンステストの活用方法

を伝えていきたい。  

 

４．次年度のパフォーマンステスト研究・開発チームでは、どのようなことが研究テーマと

して考えられますか。 
 

① 「話すこと（やりとり）」の評価のあり方について。   

② 「思考・判断・表現」で評価内容の指導の仕方について。  
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第３学年  英語科学習指導案  

   時  令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日 （ 水 ） 第 ２ 時 、 ３ 時  

学 級  松 阪 市 立 東 部 中 学 校  ３ 年 生 B 組 、 Ｃ 組  

場 所  ３ 年 多 目 的 教 室  

指 導 者  湊  円  

                           

１ ．  単 元 名  Stage Activity 2   Discover Japan（ NEW HORIZON English Course 3）  

２ ．  単 元 目 標  ALT が フ ィ リ ピ ン に 帰 る 際 、自 分 や 友 人 に お 土 産 を 買 う ア ド バ イ ス を す

る た め に 、 ふ さ わ し い も の を 紹 介 し 、 そ れ に つ い て 調 べ た こ と や 感 じ た こ と 、 選 ん だ

理 由 な ど を 話 し た り 、 ALT か ら の 質 問 に 答 え た り 、 自 分 の 意 見 を 伝 え た り す る こ と が

で き る 。ま た 、や り 取 り を 元 に し て お 土 産 を 詳 し く 説 明 す る 紹 介 文（ パ ン フ レ ッ ト ）を

書 く こ と が で き る 。  

 

３ ．  単 元 の 評 価 規 準  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む

態 度  

話
す
こ
と
（
や
り
取
り
） 

（ 知 識 ）Unit５ ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 形・意

味 を 理 解 し て い る 。  

（ 技 能 ）Unit５ ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 理 解 を

も と に 、日 本 の 伝 統 的 な も

の や 日 本 製 の 商 品 に つ い

て 伝 え 合 っ た り 質 問 し 合

っ た り す る 技 能 を 身 に つ

け て い る 。  

ALT の 帰 国 の 際 の お 土 産

に ふ さ わ し い 物 を 選 び 、そ

の 品 物 に つ い て 自 分 の 意

見 や 詳 し い 情 報 を 加 え な

が ら 話 し て い る 。  

ALT の 帰 国 の 際 の お 土 産

に ふ さ わ し い 物 を 選 び 、そ

の 品 物 に つ い て 自 分 の 意

見 や 詳 し い 情 報 を 加 え な

が ら 話 そ う と し て い る 。  

書
く
こ
と 

（ 知 識 ）Unit５ ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 形・意

味 を 理 解 し て い る 。  

（ 技 能 ）Unit５ ま で の 学 習

事 項（ 言 語 材 料 ）の 理 解 を

も と に 、日 本 の 伝 統 的 な も

の や 日 本 製 の 商 品 に つ い

て 詳 し い 情 報 を 加 え な が

ら ま と ま り の あ る 文 章 を

書 く 技 能 を 身 に つ け て い

る 。  

ALT が 帰 国 の 際 に 持 ち 帰

る お 土 産 に 関 す る 文 を 、自

分 の 意 見 や 詳 し い 情 報 を

加 え な が ら ま と ま り の あ

る 文 を 書 い て い る 。  

ALT が 帰 国 の 際 に 持 ち 帰

る お 土 産 に 関 す る 文 を 、自

分 の 意 見 や 詳 し い 情 報 を

加 え な が ら ま と ま り の あ

る 文 を 書 こ う と し て い る 。 
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４  単 元 の 指 導 に つ い て  

 本 単 元 は 日 本 の 伝 統 的 な 文 化 や 独 自 の 文 化 に つ い て の 関 心 を 深 め 、 日 本 を 訪 れ る 人 に 良

さ を 知 っ て も ら う 活 動 を 通 し て 、 既 習 の 文 法 事 項 の 復 習 を す る こ と が 目 的 で あ る 。 伝 統 的

な 文 化 か ら 派 生 し て 、 日 本 ら し い 商 品 を ALT が 帰 国 す る 際 の お 土 産 と し て 紹 介 す る こ と

を 通 し て 、 身 近 に 考 え ら れ る よ う に 設 定 し た 。  

 第 １ 回 パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト を 行 っ た 時 、「 ALT 先 生 が 三 重 県 に 何 年 も 住 み た く な る よ

う に 、 三 重 県 の 良 い 所 を ア ピ ー ル し よ う 」 を ゴ ー ル に 、 話 す （ 発 表 ） 活 動 を し た 。 総 合 的

な 学 習 の 時 間 に 日 本 語 で 作 っ た パ ワ ー ポ イ ン ト を 使 い 、そ れ を 基 に し て 、英 語 で 発 表 し た 。

発 表 の 後 に ALT が 発 表 内 容 に つ い て の 質 問 を い く つ か し た が 、 そ の 質 問 に な か な か 答 え

ら れ な か っ た り 、 質 問 に 合 わ な い 返 答 を し た り す る 生 徒 が 何 人 も い た 。 そ の た め 第 ２ 回 の

パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト で は や り 取 り の テ ス ト を す る こ と に し た 。 帯 活 動 と し て Small Talk

を 行 な い 、 中 間 指 導 は 振 り 返 り シ ー ト に （ 言 い た か っ た 表 現 ） を 書 く 欄 を 設 け 、 添 削 し て

返 す よ う に し た 。 ま た 、 ALT と ペ ア に な っ て 即 興 で １ 分 間 や り 取 り を す る 授 業 を 行 っ た 。 

 

５ ． 指 導 計 画  （ 全 ４ 時 間 ）  

時 間  ★ ね ら い 、 ○ 活 動 内 容  

１  ★ 単 元 の 目 標 を 理 解 す る こ と が で き る 。  

★ 教 科 書 ス テ ッ プ １ の 例 文 を 読 み 、引 用 す る な ど し な が ら お 土 産 に つ い て

の 英 文 を 考 え る こ と が で き る 。  

① ALT に ふ さ わ し い 日 本 製 品 （ お 土 産 に で き る も の ） を 考 え る 。  

教 科 書 に あ る マ ッ ピ ン グ を 利 用 し 、 ノ ー ト に 書 き な が ら 考 え る 。  

② 考 え ら れ た と こ ろ ま で 、ペ ア で 説 明 し た り 質 問 し た り し て 英 文 の 内 容 を

広 げ る 。  

２  ★ 写 真 や 絵 を 使 っ て 説 明 す る 文 を 完 成 す る こ と が で き る 。（ パ ワ ー ポ イ ン

ト で ）  

★ 作 っ た 英 文 を ペ ア や グ ル ー プ 内 で や り 取 り し て 、考 え た こ と や 感 じ た こ

と な ど を 伝 え 合 っ た り 、 ALT に な っ た つ も り で 質 問 し 合 っ た り す る こ と

が で き る 。  

① Unit５ で 学 ん だ 関 係 代 名 詞 の 表 現 を 使 い な が ら 説 明 文 を 考 え る 。  

② タ ブ レ ッ ト を 使 っ て 説 明 で き る よ う に す る 。  

③ ど ん な 質 問 を さ れ る か 予 測 し て 質 問 文 を 英 語 で 考 え る 。  

３  

 

 

★ や り 取 り を も と に パ ン プ レ ッ ト を 作 成 す る こ と が で き る 。  

① 生 徒 同 士 で や り 取 り や 質 疑 応 答 等 を 行 い 、 伝 え る 内 容 を 再 度 考 え る 。  

② ロ イ ロ ノ ー ト を 使 っ て 写 真 や 挿 絵 な ど を 入 れ な が ら パ ン フ レ ッ ト を 作

成 す る 。  

４  

（ 本

時 ）  

★ ALT に お 土 産 を 紹 介 し 、 や り 取 り を す る こ と が で き る 。  

★ や り 取 り を も と に 最 終 的 に パ ン プ レ ッ ト を 完 成 さ せ る 。  

① ALT が 帰 国 す る と き に 持 っ て 帰 る の に ふ さ わ し い も の を 紹 介 し て 、 そ
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れ に つ い て の 質 問 に 答 え た り 、 や り 取 り を し た り す る 。  

② 一 枚 の パ ン フ レ ッ ト に ま と め 、 ロ イ ロ ノ ー ト で 提 出 す る 。  

 

 

６ ． パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 評 価 基 準 （ １ ） 話 す こ と （ や り 取 り ）  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A ほ と ん ど 誤 り の な い

正 し い 英 文 で 話 す こ

と が で き る 。  

ALT が 日 本 の 物 を お 土 産

と し て フ ィ リ ピ ン に 持 ち

か え る た め に 、 ふ さ わ し

い も の を 選 び 、 そ れ に つ

い て 自 分 の 考 え や 調 べ た

こ と な ど の 詳 し い 情 報 を

加 え な が ら 、 ALT の 考 え

を 求 め た り 、 話 題 を 広 げ

た り 、 質 問 に 適 切 に 答 え

た り し て や り 取 り を し て

い る 。  

ALT に お 土 産 を 「 買 っ て

み た い 」 と 思 っ て も ら え

る よ う に 、ジ ェ ス チ ャ ー 、

目 線 、ス ピ ー ド 、強 弱 を 使

っ て 熱 意 を 表 し な が ら 、

お 土 産 品 に つ い て 調 べ た

こ と や 自 分 の 考 え を 、 相

手 の 考 え を 求 め た り 、 話

題 を 広 げ た り 質 問 に 適 切

に 答 え た り し て や り 取 り

を し よ う と し て い る 。  

B 誤 り が 一 部 あ る が 、コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に

支 障 の な い 程 度 の 英

文 を 用 い て 話 す こ と

が で き る 。  

ALT が 日 本 の 物 を お 土 産

と し て フ ィ リ ピ ン に 持 ち

か え る た め に 、 日 本 的 な

物 を 選 び 、 そ れ に つ い て

自 分 の 考 え や 調 べ た こ と

を も と に 、 ALT の 質 問 に

答 え な が ら や り 取 り を し

て い る 。  

紹 介 し た お 土 産 品 に 対 し

て 、 そ れ に つ い て 自 分 の

考 え や 調 べ た こ と を も と

に 、 ALT の 質 問 に 答 え な

が ら や り 取 り を し よ う と

し て い る 。  

C B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  

 

（ ２ ） 書 く こ と  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A ほ と ん ど 誤 り の な い

正 し い 英 文 で 書 く こ

と が で き る 。  

調 べ た こ と や 、 自 分 の 考

え た こ と や 感 じ た こ と 、

そ の 理 由 な ど を 、 詳 し い

情 報 を 加 え な が ら 、 既 習

の 語 句 や 文 を 用 い て ま と

ま り の あ る 文 章 を 書 い て

い る 。  

調 べ た こ と や 、 自 分 の 考

え た こ と や 感 じ た こ と 、

そ の 理 由 な ど を 、 詳 し い

情 報 を 加 え な が ら 、 既 習

の 語 句 や 文 を 用 い て ま と

ま り の あ る 文 章 を 書 こ う

と し て い る 。  
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B 誤 り が 一 部 あ る が 、コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に

支 障 の な い 程 度 の 英

文 を 書 く こ と が で き

る 。  

調 べ た こ と や 、 選 ん だ 理

由 な ど を 既 習 の 語 句 や 文

を 用 い て ま と ま り の あ る

文 章 を 書 い て い る 。  

調 べ た こ と や 、 選 ん だ 理

由 な ど を 既 習 の 語 句 や 文

を 用 い て ま と ま り の あ る

文 章 を 書 こ う と し て い

る 。  

C B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  B に 満 た な い も の  

 

７ ． 指 導 過 程 （ 本 時 ）  

 

時 間  学 習 活 動  指 導 上 の 留 意 点  

導 入  （ １ ） Greeting  

（ ２ ）パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 進

め 方 、 評 価 基 準 を 聞 く 。  

  

 

 

 

 

（ ３ ） ペ ア で 一 度 練 習 す る 。  

 

・制 限 時 間（ 1 分 間 ） に き ち ん と 行 え

る よ う に 、ペ ア の 相 手 や テ ス ト の 順 番

を 間 違 え な い よ う に 確 認 す る（ 事 前 に

伝 え て お く ）。  

・滞 り な く 行 え る よ う に 、教 室 の 後 ろ

に 座 っ て 待 っ て い る よ う に 伝 え る 。終

わ っ た ら 次 の 順 番 の 子 に 声 掛 け を す

る よ う に 指 示 す る 。  

・ 相 手 が ALT だ と 思 っ て 練 習 す る よ

う に 伝 え る 。  

展 開  テ ス ト を 受 け る 人 ５ 人 は  

第 １ 多 目 的 室 に 移 動 す る 。  

（ １ ）パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト （ １

分 ）  

（ 進 め 方 ）・ ・ ・ ALT の 進 行 で  

①  タ ブ レ ッ ト や 実 物 を 使 っ て 、

お 土 産 の 良 さ を 説 明 す る 。  

②  ALT と や り 取 り を す る  

（ ２ ） 教 室 で 待 機 し て い る と き

に 、 パ ン プ レ ッ ト を 完 成 さ せ 、提

出 す る 。  

ビ デ オ で 撮 影 し 、 後 ほ ど JTE と ALT

で 評 価 を 行 う 。  

 

ま と

め  

・ 教 室 に 帰 っ た あ と 、 振 り 返 り シ

ー ト を 記 入 す る 。  

・パ ン フ レ ッ ト を ロ イ ロ ノ ー ト で

提 出 す る 。  

・パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 振 り 返 り を

書 か せ る 。  

・ パ ン フ レ ッ ト が で き て い な い 場 合 、

当 日 中 に 家 か ら ロ イ ロ ノ ー ト で 提 出

す る よ う に 指 示 す る 。  
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ALT と の や り 取 り 例 （ B）  

S:  I recommend you a furoshiki for your souvenir.  

A furoshiki is a piece of cloth that use to wrap and carry thing.  

    It is wide and square, but you can fold it up and keep it in your pocket.  

    I want more people to use furoshiki.  

T:  Why do you want more people to use furoshiki?  

S:  Because if you use furoshiki, it is good for environment.  

T:  Where can I buy one? 

S:  You can buy it at Meiwa Aeon.  

T:  Ok, I’ll look for one.  Thank you.  

S:  Thank you.   

パ ン フ レ ッ ト 例  

A furoshiki is a piece of cloth that is used to wrap and carry thigs.  It is wide and square, 

but you can fold it up and keep it in your pocket. You can use it  for scarf, too. 

  Furoshiki are not only convenient, but good for the environment.  If you use furoshiki 

instead of plastic bags, you won’t waste resources. And when you feel cold, you can use it 

to keep warm instead of using heater.  

  You can buy furoshiki at many shops around you, like Aeon and Marm. I want more 

people to use furoshiki.  
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パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト を 参 観 し た こ と を 踏 ま え て の 、 阿 野 先 生 の 改 善 案  

パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト の 評 価 基 準 （ １ ） 話 す こ と （ や り 取 り ）  

＜ 別 案 ＞ １  知 識 ・ 技 能 に 比 重 を 置 い た 評 価 例  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A 間 接 疑 問 文 や 分 詞 、関

係 代 名 詞 な ど の 既 習

表 現 を 用 い て 、正 確 に

伝 わ る 英 語 で 話 す こ

と が で き る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ぜ ひ 買 い

た い と 思 う や り 取 り を し

て い る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ぜ ひ 買 い

た い と 思 う や り 取 り を し

よ う と し て い る 。  

B こ れ ま で の 既 習 表 現

を 用 い て 、コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン に 支 障 が な

く 伝 わ る 英 語 で 話 す

こ と が で き る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ど の よ う

な も の か が 伝 わ る や り 取

り を し て い る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ど の よ う

な も の か が 伝 わ る や り 取

り を し て い る 。  

C コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

と し て 伝 わ る 英 語 で

話 す こ と が で き な い 。 

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ど の よ う

な も の か を 伝 え る や り 取

り が で き な い 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ど の よ う

な も の か を 伝 え る や り 取

り を し よ う と し て い な

い 。  

 

＜ 別 案 ＞ ２  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 に 比 重 を 置 い た 評 価 例  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A こ れ ま で の 既 習 表 現

を 用 い て 、正 確 に 伝 わ

る 英 語 で 話 す こ と が

で き る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 そ の こ と

に つ い て の 情 報 に 加 え

て 、 お 勧 め の 理 由 や 自 分

の 意 見 な ど を 加 え た り 、

（ ALT の 名 前 ） に 質 問 し

た り し て 、（ ALT の 名 前 ）

が ぜ ひ 買 い た い と 思 う や

り 取 り を し て い る 。  

（ ALT の 名 前 ）が フ ィ リ ピ

ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日 本 の

お 土 産 と し て 一 つ の も の を

提 案 し 、 そ の こ と に つ い て

の 情 報 に 加 え て 、 お 勧 め の

理 由 や 自 分 の 意 見 な ど を 加

え た り 、（ ALT の 名 前 ）に 質

問 し た り し て 、（ ALT の 名

前 ） が ぜ ひ 買 い た い と 思 う

や り 取 り を し よ う と し て い

る 。  
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B コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

に 支 障 が な く 伝 わ る

英 語 で 話 す こ と が で

き る 。  

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 そ の こ と

に つ い て の 情 報 を 伝 え 、

（ ALT の 名 前 ） が 買 い た

い と 思 う や り 取 り を し て

い る 。  

（ ALT の 名 前 ）が フ ィ リ ピ

ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日 本 の

お 土 産 と し て 一 つ の も の を

提 案 し 、 そ の こ と に つ い て

の 情 報 を 伝 え 、（ ALT の 名

前 ） が 買 い た い と 思 う や り

取 り を し よ う と し て い る 。  

C コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

と し て 伝 わ る 英 語 で

話 す こ と が で き な い 。 

（ ALT の 名 前 ） が フ ィ リ

ピ ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日

本 の お 土 産 と し て 一 つ の

も の を 提 案 し 、 ど の よ う

な も の か を 伝 え る や り 取

り を し て い な い 。  

（ ALT の 名 前 ）が フ ィ リ ピ

ン へ の 帰 国 に 際 し 、 日 本 の

お 土 産 と し て 一 つ の も の を

提 案 し 、 ど の よ う な も の か

を 伝 え る や り 取 り を し よ う

と し て い な い 。  

 

 

（ ２ ） 書 く こ と  

 知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 取 り 組 む 態 度  

A 間 接 疑 問 文 や 分 詞 、関

係 代 名 詞 な ど の 既 習

表 現 を 用 い て 、正 確 に

伝 わ る 英 語 で 書 く こ

と が で き る 。  

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 に 加 え

て 、 お 勧 め の 理 由 や 自 分

の 意 見 な ど を 加 え た り し

て 、 ま と ま り の あ る 文 章

を 書 い て い る 。  

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 に 加 え

て 、 お 勧 め の 理 由 や 自 分

の 意 見 な ど を 加 え た り し

て 、 ま と ま り の あ る 文 章

を 書 こ う と し て い る 。  

B 誤 り は あ る が 、こ れ ま

で の 既 習 表 現 を 用 い

て 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン に 支 障 が な く 伝 わ

る 英 語 で 書 く こ と が

で き る 。  

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 を 伝 え

る ま と ま り の あ る 文 章 を

書 い て い る 。  

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 を 伝 え

る ま と ま り の あ る 文 章 を

書 こ う と し て い る 。  

C コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

と し て 伝 わ る 英 語 で

書 く こ と が で き な い 。 

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 を 伝 え

る ま と ま り の あ る 文 章 を

書 い て い な い 。  

日 本 の お 土 産 と し て 一 つ

の も の を 提 案 し 、 そ の こ

と に つ い て の 情 報 を 伝 え

る ま と ま り の あ る 文 章 を

書 こ う と し て い な い 。  
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パフォーマンステスト研究・開発チームに係るアンケート 
 
所属名：松阪市立東部中学校  

お名前：湊  円  

 

１．パフォーマンステストの実施で、話す活動時間の増加等、日常の授業の指導内容が変わりま

したか。また、児童生徒の学習への取組に変容がありましたか。具体的にお書きください。  

 

①日常の授業の指導内容について  

帯活動で Small  Talk を行い、中間指導を行ったり、振り返りをしたりしながら進めることができ

た。  

次に生かせる指導を行いながら、同じことを根気よく続けた。机間指導をしながら個別にも指導を

入れるように心がけた。  

 

②教師の指導について  

できるだけ英語で授業を行った。全学年で、自身の改善したルーブリックを共有し、パフォーマンス

テストに取り組んだ。  

 

③児童生徒の取組について  

パフォーマンステストを目標にすることによって、積極的に英語を使おうとする姿が増えた。テストで

目標を達成するためには継続的な練習が不可欠であると意識し、一生懸命取り組む様子が多く

の生徒の中で見られた。  

 

２．今年度の研究活動を通して、ルーブリックや評価において、新たに取り入れたことは何ですか。  

 

ルーブリックをシンプルにすることで、生徒もポイントをしぼって取り組むことができたし、先生もそれ

に向けた指導や評価がし易くなった。  

 

３．今年度の取組を、次年度以降にどう活かそうと考えていますか。  

 

パフォーマンステストを４月に年間計画に組み込み、最初の授業で生徒たちに伝える。ALT と各

生徒が１対１でやり取りする活動を、授業に取り入れること。  

 

４．次年度のパフォーマンステスト研究・開発チームでは、どのようなことが研究テーマとして考えら

れますか。  

 

評価規準の設定及びルーブリックの作成について。特に、「話すこと（やり取り）」における評価が

難しいため、今後自分でも研究したいと思っています。 

 


